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研
究
経
過
の
概
要

は

　

研
究
資
料
と
し

て
の
粉
本
に
対
す

る
関
心
は
、
私
の
場
合
、
東
京
国

立
博
物
館
保
管

の
伝

土
佐
光
信
原
画

「
月
次
祭
礼
図
」

の
模
本
捲
り
六
枚

(現
在
六
幅

に
改

装
)

の
図
様
構
成

に
つ
い
て
、
中
世

の
月
次
絵

の
特
質
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た

の
が
は
じ
ま
り
と

い
え
る
。

こ
の
光
信
原
画
に

つ
い
て
は
、
狩
野

一
渓

著

『丹
青
若
木
集

』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

か

つ
て
徳
川
秀
忠

の
宝
庫

に
収
め
ら
れ
て

い
た
が
、

や
が
て
喪
失

し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
当
模
本

に
よ
る
と
、

絵
様

は
京
都
と
お

ぼ
し
き
地
景

に
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
年
中
行
事
を
中
心
に
、
多
様
な
季
節

の
風
物
が
月

々
の
変
化

と
推
移
を
楽
し
ま
せ
る
仕
組

に
な

っ
て
い
る
。

洛
中
洛
外
図

の
成

立
期
に
お
け
る
絵
様
構
成

を
示
唆
す
る
あ

た
り
、
失
わ
れ
た
中
世
末
期

の
月
次
祭
礼
図

の
大
筋
を
推
測
し
う

る
貴
重
な
資
料
と
み
な
さ
れ
た
。

線
描
を
主
眼
と

す
る
模
本

と
は
い
え
、
か
な
り
精
密
な
描
写
で
原
画
を
写
し
た
例
が
あ
る
。
妙
法
院
に
襲
蔵
さ
れ
て
き

た
二
通

の

「
豊
国
祭
礼
図
」
模
本

の
う
ち
、

一
通
は
現
存
す
る
豊
国
神
社
本

の
写

し
で
あ

る
が
、
人
物

の
面
貌
な
ど
狩
野
内
膳
画

の
特
徴
を
明
確

に
と
ら
え
て

い
る
。

こ
れ
と
は
別

に
、
捲
り
+
枚

(現
在
、
掛

　
　

幅
装
)

の
別
本
も

伝
え
ら
れ
て
き
た
。
包

紙
に

「
孝
信
筆
」
と
記

さ
れ
、
内
膳
原
画

の
豊
国
神
社
本

の
図
様
と
は
全
く
異
な
る
祭
礼
図
と
な

っ
て

い
る
。
も

と
の

一

隻
分
に
神
社
本

一
双
分
の
図
様
を
お
さ
め
、
他
隻
分

に
洛
中
洛
外
図
を
思

は
せ
る
下
京

の
町
並
を
練
り
ゆ
く
豊
国
踊
り
の
パ
レ
ー
ド
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

こ
の

情
景
は
当
時

の
史

料
と
も
矛
盾

せ
ず
、
包

紙
に
記

さ
れ
た

「
孝
信
筆
」
「
天
明
三
年
写
之
」
の
墨
書
に
よ
り
、
江
戸
時
代
中
期
ま

で
狩
野
孝
信

の
屏
風
絵

が
存
在
し
た

(1)

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題



粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

こ
と
を
示
唆
す

る
も

の
で
あ
る
。

大
徳
寺
真
珠
庵

の
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
の
写
本

『宝
山
誌
砂
』
に
は
、
大
徳
寺
諸
塔
頭

の
客
殿

(方
丈
)
画

の
紹
介
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
に
瑞
峯
院

方
丈
も
挙
げ
ら
れ
、
そ

の

「
檀
那

の
間
」
襖
絵

が
薄
彩
色
に
よ
る

「
堅
田
図
」
で
土
佐
光
信

の
筆

に
な
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
現
在
、
当
院
方
丈

画
は
全

て
失
わ
れ
た
か
た
ち
と
な

っ
て

い
る
が
、
『
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
品
目
録
』
に
模
本

「
片
田
景
図
共

一
隻
半
」
と
い
う
表
題
の
二
曲
屏
風

一
双
と
四
曲
屏
風

　
ヨ

一
隻

の
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
調
査

の
結
果
、
法
量
も
ほ
ぼ

一
致
し
堅
田
の
浮
御
堂
を
め
ぐ
る
湖
畔

の
景
観
が
か
な
り
リ
ア

ル
に
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

っ

ヘ

へ

た
。
し

か
も
、
模
本
屏
風

の
オ
ゼ
に
模
写

の
画
人
と
時
期
が
記
入
さ
れ
て

い
て
、
天
保
十

一
年

(
一
入
四
〇
)

に
本
挽
町
家

の
塾
生
ら

の
名
が
判
読
さ
れ
、
さ
ら

に
、

狩
野
晴
川
院

の

『
公
用
日
記
』

に
も
そ
の
裏
付
け
が
え
ら
れ
た
。

東
京
国
立
博
物
館
資
料
部

に
は
、
二
百
数
十
巻

に
の
ぼ
る
小
下
絵
資
料
が
保
管
さ
れ
て
き
た
が
、
建
築
史
や
歴
史
関
係
研
究
者
と
の
共
同
調
査

に
よ

っ
て
、
そ

の

　
る

大
半
が
天
保

・
弘
化
度

の
江
戸
城
西

の
丸

・
本
丸
関
係

の
障
壁
画
下
絵
資
料

で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

の
詳
細
は
報
告
書

に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
表
向
、
中
奥
、

大
奥

に
わ
た
る
伺
下
絵
群

に
よ

っ
て
、
当
時

の
江
戸
城
障
壁
画

の
概
要
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

幻

失
わ
れ
た
原
本

の
図
様
を
縮
図
に
よ

っ
て
把
握
し
た
例
と
し
て
、
江
戸
幕
府
が
将
軍
就
任
を
慶
賀
し
て
来
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
に
託
し
た
国
王

へ
の
贈
呈
屏
風

が
、

ー

都
合
二
百
双
ち
か
い
数

に
の
ぼ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、

ソ
ウ

ル
昌
徳
宮

で
の
調
査

か
ら
、

一
双
屏
風

と

一
隻
屏
風

に
す
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。

と
こ
ろ

が
、

近
年
、
木
挽
町
家
に
学
ん
だ
毛
利
藩

の
御
用
絵
師

が
、
享
保
十
三
年
時

の
常
信
筆

「
大
井
川
行
幸
図
」
六
曲
屏
風

一
隻
分
、
並

び
に
古
信
筆

の

「
四
季
童
遊
図
」
六

　
　

曲
屏
風

一
双
分

と
を
縮
写
し
て
い
る
資
料

が
見
出
さ
れ
た
。
わ
ず

か
な
が
ら
近
世
を
通
じ
て
、
朝
鮮
国
王

へ
の
贈
呈
屏
風

の

一
端
を
知
り
え

た
こ
と
に
な

る
。

以
上
は
、
拙
稿
に
よ
る
従
前

の
粉
本
研
究

の

一
端
を
あ
ら
ま
し
述

べ
た
。
そ
れ
ら
は
、
模
本
、
縮
図
、
小
下
絵
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
を
と
る
が
、
何
れ
も
、

絵
画
史

に
と

っ
て
、
そ
の
原
画
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
作
品

で
あ

っ
た
。
描
写
手
段
は
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、
図
様

の
概
要
を
伝
え
る
点
で
、
模
本
や
縮
図

の
類
も
ま

た

無
視

で
き
な

い
価
値
を
有
す

る
こ
と
が
指
摘

で
き

る
の
で
あ

っ
て
、

こ
れ
ら
を
総
称
し
て
、
本
稿

で
は
粉
本
と
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
粉
本

に
寄

せ
ら
れ
る
関
心

は
、

近
年
相
継
い
で
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
次
に
そ

の
大
要
を
紹
介
し
て
お
き
た

い
。

粉
本

に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
・王
と
し
て
各
地

の
美
術
館
や
博
物
館
に
お

い
て
、
関
連
す

る
テ
ー

マ
に
よ
る
特
別
展
が
開
か
れ
た
。
そ

の
他
、
粉
本

を
め
ぐ

る
論
考
も
、
昭
和
六
十

一
年
十
月
、
十

一
月
京
都
市
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る

「国
井
応
文

・
応
陽
粉
本
展
」
は
、
京
都
画
壇
を
活
性
化
し
た
円



山
応
挙

の
画
系

に
当
た
る
国
井
家
に
遺
さ
れ
て
き
た
応
文
や
応
陽
に
よ
る
応
挙
原
画

の
写
本
類
を
対
象
と
し
、
榊
原
吉
郎

・
山
崎
博
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
、
神
戸
市
立
博
物
館

『
研
究
紀
要
』
五
号

に
発
表
さ
れ
た
勝
盛
典
子

・
成
沢
勝
嗣
氏
に
よ
る

「
渡
辺
鶴
洲
家
襲
蔵
粉
本

の
研
究
」
で
は
、
渡

辺
家
襲
蔵
本
中
、
長
崎
画
壇

の
唐
絵
目
利

と
し
て
活
躍
し
た
鶴

洲

の
手
に
な
る
粉
本
類

が
紹
介
さ
れ
た
。

平
成
元
年

一
月
、
『
日
本

の
美
学
』
13
で
、
安
村
敏
信
氏
は
、
「
粉
本

と
模
写
」
と
題
し
て
江
戸
狩
野
派
の
粉
本
主
義

の
実
態
を
指
摘
、
あ
わ
せ
て
型

に
は
ま

っ
た

粉
本
写
し

に
つ
い
て
種

々
例
証
し
、
そ
れ
が
流
派
形
成

の
基
盤
と
な

っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

同
年
五
月
、
静
岡
県
立
美
術
館
記
念
展

『狩
野
派
の
巨
匠

た
ち
』

の
目
録
本

文
に
お
い
て
、
千
野
香
織
氏

の

「狩

野
派
と
粉
本
」

で
は
、
粉
本

に
よ
る
先
行
作
品

の
図
様
継
承
や
見
る

こ
と
を
学
ば
せ
た
粉

本

の
意
義
を
指
摘
、
粉
本
・王
義

へ
の
従
来

の
批
難

に
対
し
、
再
検
討

の
要

を
説

い
て
い
る
。

平
成
五
年
十
月
、
世

田
谷
区
立
郷
土
資

料
館

の
特
別
展

「
文
晃
と
そ

の
門
人
に
よ
る
模
写
絵
」

の
目
録
に
、
榊
原
悟
氏
が

「
粉
本

の
こ
と
」
を
寄
稿
、
粉
本
自
体

の
概
念
規
定
を
求
め
、

そ
の
功
罪
を
論
じ
、
分
類
を
試

み
て

い
る
。

3ー

平
成
六
年
十
二
月
、
美
学
会
西
部
会

で
榊
原
吉
郎
氏
は

「
粉
本

に

つ
い
て
」
発
表
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
保
管

さ
れ
て

い
る
土
佐
家
伝
来

の
粉
本
類
を
め
ぐ

っ

ー

て
、

こ
の
数
年
来
、
榊
原
氏
、
岩
間
香
氏

、
松
尾
芳
樹
氏
ら
に
よ
り
、
多
く

の
発
表
を
み
て

い
る
。
そ
れ
ら

の
下
絵
類
や
模
本
類
等
を
め
ぐ

っ
て
、
粉
本

の
も

つ
資

料
的
価
値
を
多
角
的
に
問
う

点
で
意
義
を
も

つ
。

平
成
七
年

一
月
、

ベ
テ
ィ
ナ
・
ク
ラ
イ

ン
氏
は

『
美
術
史

の
断
面
』

(清
文
堂
)

に

「
狩
野
永
徳

の
作
品
資
料
-

江
戸
時
代

の
縮
図
と
模
写
図

か
ら
I

」
を
発

表
。
探
幽
と
常
信

の
縮
図
を
中
心

に
、
永

徳
作
品
と
認
知
さ
れ
て

い
る
図
様
を
写
し
た
二
十
七
点

(学
位
論
文
で
は
九
十
八
点
収
録
)

の
粉
本
を
紹
介
し
た
。

ち
な
み
に
、

西
日
本
関
係

に
お
け
る
粉
本
類

の
調
査
報
告
を
例
に
と
れ
ば
、

『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
』
O
口
口
四

(久
留
米
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
六

・
七

・
入

・
九
年
)

『尾

形
家
絵
画
資
料
目
録
』

(福
岡
県
文
化

会
館
、
昭
和
六
〇
年
)

脇
坂
淳

「
京
狩
野
家
資
料
」

(
『大
阪
市
立
美
術
館
紀
要
』
九
号
、
平
成
元
年
)

河
合
正
朝

「
海
北
友
松

と
海
北
家
伝
来

の
絵
画
資
料
に

つ
い
て
」

(
『
日
本
の
美
術
』
三
二
四
号
、
平
成
五
年
)

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

■



粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

『
土
佐
派
絵
画
資
料
目
録
』
e
口
日
四
㈲

(京
都
市
立
芸
術
大
学

芸
術
資
料
館
、
平
成
三
ー
七
年
)

な
お
、
「
探
幽
縮
図
」
自
体
に
関
す

る
件

で
も
、
京
都
国
立
博
物
館
本

・
藪
本
家
本

・
大
倉
文
化
財
団
本
を

は
じ
め
と
す

る
調
査
報
告
も
、
そ

の
粉
本
的
価
値

に

つ

い
て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

以
上
、
粉
本
を
め
ぐ

っ
て
の
諸
氏

に
よ
る
近
年

の
意
見
を
瞥
見
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
も
、
粉
本

は
消
極
的
な
意
味
合

い
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
く
、
新
し

い
観
点
か
ら

の
考
察
が
問
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
稿

で
は
、
改
め
て
粉
本
が
画
家

に
と

っ
て
不
可
欠

の
資
料

で
あ

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
絵
画
史

の
研
究
資
料

と
し
て
も
無
視

で
き
な

い
点
を
考
察
し
、
開
か
れ
た
か
た
ち
で
の
粉
本
解
釈
を
試

み
た
い
と
思
う
。

二

画
家
と
粉
本

近
世
絵
画
史
、
と
く
に
狩
野
派
に
関
し
て
、
従
来
粉
本
主
義

の
弊
を
指
摘
す

る
こ
と
が
屡

々
で
あ

っ
た
。
粉
本

に
関
す
る
論
考
が
近
年

と
み
に
高
ま

っ
て
き
た

の

の

も
、
・王
と
し
て
狩
野
派

の
研
究
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
し
か
し
、
近
世
画
壇

に
お

い
て
粉
本

が
い
か
に
重
視
さ
れ
温
存
さ
れ
て
き
た
か
は
、
狩
野
派
に

ー

と
ど
ま
ら
な

い
の
で
あ
る
。
各
流
派
や
画
系

が

つ
と
め
て
先
学

の
下
絵

や
古
画

の
縮
図
、
模
写
本
、
と
き

に
は
写
生
図
等
を
蓄
積
保
管
し
て
き
た
こ
と
は
、
土
佐
派

を

は
じ
め
写
生
諸
派
、
琳
派
、
長
崎
諸
画
系

の
例
を

み
て
も
明
か
で
あ

ろ
う
。

画
家

に
と

っ
て
、
粉
本

が
欠
く

こ
と
の
で
き
な

い
資
料

と
な

っ
て
き
た
背
景

に
、
大
略
二

つ
の
効
用
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

一
つ
は
、
習
画

の
た
め

の

教
本

つ
ま
り
絵
手
本
と
し
て
、
次

に
は
、
制
作
に
際
し
て
図
様
構
成
を
は
か
る
上
で
参
照
さ
れ
る
資
料

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
常
備

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
価
値
を

有
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。

習
画
用
教
材
と
し
て

狩
野
探
幽
没
後
、
江
戸
狩
野
派

の
棟
梁
と
な

っ
た
安
信

は
、
周
知
の
よ
う

に
、
幕
藩
体
制
下
の
御
用
絵
師
と
し
て
の
心
得
を
、
免
許

に
そ
え
て
授
与
す
る

『
画
道



要
訣
』
を
著
し
て
い
る
。

こ
の
秘
伝
書

に
よ
る
と
、
後
世
に
長
く
伝
え
る
画
法

の
た
め
に
は
、
天
質

の
才
よ
り
も
習
画
に
よ
る
技
を
賞
揚
す
る
。
何
よ
り
も
古
人

の

法
を
修
得
す
る
こ
と
が
基
礎
訓
練

の
第

一
義

と
さ
れ
た
。

こ
の
学
画

の
た
め

の
教
習
本

の
対
象

と
な

る
も
の
が
、
広
義

の
粉
本
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

か
か
る
江
戸
狩

野
の
基
本
的
な
習
画
用

の
稽
古
絵
本
が
各
画
塾
で
用
意
さ
れ
る

の
を
例
と
し
た
。
近
世
画
壇

に
あ

っ
て
は
、
狩
野
派
に
限

る
こ
と
な
く
、
各
画
系
に
お
い
て
も
、

こ

の
方
式

は
例
外
で
な
か

っ
た
。

い　
　

木
挽
町
画
塾
で
は
、
橋
本
雅
邦

の
指
摘

に
あ

る
よ
う

に
、
弟
子
頭

の
下
に

「
絵
本
方
」
と

い
う
係

り
が
存
在
し
、
六
、
七
人
で
粉
本

の
整
理
監
督

に
当
た

っ
た
。

倉
庫

へ
自
由

に
出
入
り
す
る
特
権
を
も
ち
師
家

や
同
門
の
請
求
に
応
じ
て
、
粉
本
を
貸
付
す

る
。
粉
本

の
保
存
に

つ
と
め
、
修
繕
、
点
検

に
は
複
数

の
人
員

が
こ
れ

に
当
り
、
必
要
に
応
じ
て
人
員
を
調
整
す

る
。
粉
本

の
内
容
を
み
る
と
、

一
、

二
、
四
、
七
巻
本
、
御
上
小
巻
、

ワ
印
大
小
巻
、
玉
印
大
小
巻
、
栄
印
大
小
巻
に
部

類
分
け
さ

れ
た
種

々
の
巻
子
類
、

土
佐
類
手
鑑
、
縮
図
、
下
絵
類
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
巻
物
類
と
呼
ば
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
縮
写
に
よ
る
図
巻
類
、

模
写
本
を

は
じ
め
と
す
る
絵
手
本
、
縮
図
、
下
絵
な
ど
が
主
要
な
構
成
要
素
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
推
察
な
が
ら
、
写
生
帖

の
類
も
加
え
ら
れ
て

い
た
も

の
と

思
わ
れ
る
。
小
下
絵
類
は
、
こ
れ
ら
粉
本

の

一
部

に
す
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

の

世

に
知
ら
れ
る
石
蔵
模
本

(東
京
国
立
博
物
館
現
蔵
)
も
、
木
挽
町
師
家

「
庭
前

の
石
庫
」

に
あ

っ
て
、
特

に
貴
重
視

さ
れ
た
粉
本
類

で
あ

っ
た
。
常
信

に
よ
る

ー

収
集
が
中
核
を
な
し
、
「
唐
絵
手
鑑
」

「唐
画
巻
」
「
瀟
湘
入
景
図
巻
」
「
流
書
手
鑑
」
「
和
画
巻
」
「
雪
舟
画
巻
」
な
ど
、
多
数

の
古
画

で
み
た
さ
れ
て

い
た
。

そ
れ
ら

は
、
中
国
、

日
本

の
古
画
を
忠
実
に
模
し
た
絵
手
本

で
あ

っ
た
。
用
筆
賦
彩

に
と

っ
て

の
教
本

と
い
う

べ
く
、
規
範

と
な
る
画
法

を
正
し
く
伝

え
る
も

の
で
あ

っ
た
。

所
謂
三
巻
物

の
順
序
か
ら
、
「御

か
し
画
本
」
で
あ
る
常
信
筆
山
水
人
物
六
十
枚
五
巻

の
臨
写
、

次
い
で
や
は
り
常
信

の
花
鳥
十
二
枚
、
さ
ら
に
所
謂

一
枚
物
に
至

っ

て
、
臨
写
学
画

の
課
程
を
終
え
る
の
が
し
き
た
り
と
な

っ
て
い
た
。

古
画

の
名
品
自
体
で
は
な
く
、
そ
の
忠
実
な
写
本
や
抄
本
が
対
象

と
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
倣
古
画
と
し
て
貴
重
視

さ
れ
た
。
大
凡
、
画
帖
形
式
と
画
巻
形
式

に
大

別
さ
れ
る
が
、
学
古
帖

は
臨
画
帖

と
異
な
り
、
古
画
名
品
を
自
己
流
に
消
化
し
て
ま
と
め
、
定

め
ら
れ
た
画
帖
面

に
均

一
化
し
て
揚
き
分
け
る
。
発
想
は
古
画
に
も

と
づ
き
な
が
ら
、
画
家
自
身

の
画
法
習
熟

に
効
用
を
発
揮
す
る
。
同
時

に
こ
の
種
倣
古
画
は
、
そ
の
故
に
弟

子
筋

へ
の
教
材
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
近
世

の
各
画
塾
が
倣
古
画
収
集
に

つ
と
め
た
背
景

に
は
、
そ

の
よ
う
な
動
機

が
想
定

で
き
る
。

近
世
学
古
帖

の
中

で
、
と
く
に
初
期

の
段
階

で
典
型
的
な
遺
品
が
、
薮
本
家

の
探
幽
画
本

に
認
め
ら
れ
よ
う
。
末
尾

の

「富
士
山
国
」
に

「
自
家
流
」
と
記
し
、

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

大
半
を
占
め
る
中
国
画
様

に
日
本
画
様
を
加

え
た
探
幽
流

の
作
画
が
七
十
入
面
編
成
さ
れ
て
い
る
。
各

図
に
名
家

の
画
跡
を
倣
古
し
た
旨
を
墨
書
す

る
。

当
時
か
か
る
倣
古
画
は
、
重
写
さ
れ
た
り
転
写

さ
れ
た
り
、
か
な
り
画
塾

の
内
部

で
は
普

及
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ

の

一
例

と
し
て
、
福
知
山
藩
六

代
目
当
主

の
朽
木
綱
貞
に
よ
る
倣
古
画
帖

が
存
在
し
、
七
十
二
図
を
収
め
て

い
る
。
そ

の
う

ち
探
幽

の
学
古
帖

と
全
く
図
様
を

一
致
さ
せ
て

い
る
十
数
図
が
あ
り
、

類
似

の
図
様
も

ふ
く
ま
れ
る
が
、
そ
の
他

は
全
く
別

の
図
様

で
し
め
ら
れ
て

い
る
。
素

人
な
が
ら
か
な
り

の
画
技
を
示
し
て
い
る
の
が
興
味
を

ひ
く
。
綱
貞

は
五
十

八
歳
ま

で
は
江
戸
に
あ

っ
て
自
由

の
境
涯

に
あ
り
、
竹
川
町
家

(後
の
木
挽
町
家
)

の
栄
川
典
信

に
師
事
し
た
が
、
栄
川
は
時

の
将
軍
家
治

の
寵
を
受
け
、
ま
た
当

　
フ

時
実
枚
を
握

っ
た
田
沼
意
次
と
も
親
交
が
あ

っ
た
。
綱
貞

の
倣
古
帖

が
、
宝
暦
十
二
年

(
一
七
六
二
)
家
治
の
も
と

へ
と
ど
け
ら
れ
、
翌
年

に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
家
治
が
こ
れ
を
稽
古
絵
本

と
し

て
留
め
置

い
た
ふ
し
が
あ

る
。
構
成
さ
れ
た
図
様
内
容
か
ら
、
当
時

の
倣
古
画
の
普

及
状
況

の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。倣

古
画
に
は
、
数
名

の
画
人
が
寄
合
描
き
を
す
る
場
合
も
多

い
。
何
れ
に
し
て
も
手
鑑

の
体
裁
を
と

っ
て
装
領
を
と
と
の
え
、
違

い
棚

に
か
ざ
ら
れ
る
な
ど
鑑
賞

の
具
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
習
画

の
た
め
ば
か
り

の
効
用
に
終
始
さ
れ
て
も

い
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

(6)

 

H

図
様
調
節

次
に
、
基
礎
的
な
習
画
の
対
象

で
は
な
く
、
本
画
制
作

に
お

い
て
画
様
を
構
想
す

る
段
階

で
、
施
主

の
希

望
に
応
え

る
た
め
に
も
、
先
例

の
作
品
を
参
照
す
る
必

要
が
起

る
。
全
く
新
規

の
図
様
を
創
作
す
る
よ
り
も
、
既
成

の
図
様
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
新
味
を
ね
ら
う
手
法

が
当
時
は
む
し
ろ
通
例

で
あ

っ
た
と

み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。

先
例

の
作
品

は
も
と
よ
り
前
項

で
ふ
れ
た
習
画
の
た
め
の
教
本
や
絵
手
本
な
ど
何
れ
も
参
考
資
料

の
対
象

と
し
て
重
宝
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
制
作

の
た
め
の

　
　

図
様
調
整
は
、
近
世
以
前
に
も
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
、
狩
野
正
信
が
日
野
富

子
像
制
作

の
下
命
を
受
け
て
、

土
佐
光
信
筆

の
嘉
楽

門
院
像
を
実
見

　
　

し
た
こ
と
や
、
東
山
殿

の
義
政
持
仏
堂

の
障
子
絵
制
作
に
当
た

っ
て
馬
遠
や
李
龍
眠

の
画
様

(筆
様
)
を
求

め
て
原
画
を
持
参

さ
せ
た

こ
と
な
ど
が
記
録

に
よ

っ
て

　
い

明
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
朽
木

の
将
軍

の
も

と

へ
伺
候
し

た
等
春
が
扇
絵
を
所
望
さ
れ
て
、
京

よ
り
夏
珪
画
を
取
り
寄
せ
さ
せ
た
逸
話
な
ど
、
何
れ
も
絵
手
本



駒

を
直
接
参
照
す
る
こ
と
で
具
体
的
な
図
様
構
成
が
は
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時

は
、
正
信
や
等
春

と
い
っ
た
将
軍
に
直
結
し
え
た
画
家
で
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
可
能

と
な

っ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た

い
。

近
世
に
お

い
て
、
制
作

の
需
要
が
圧
倒
的
に
増
加
し
、
画
家

の
数
も
多
数
に
の
ぼ
る
よ
う
な
状
況
と
な
る
と
、
往
昔
の
ご
と
き
手
順
は
望
め
な
く
な

る
・
お
の
ず

か
ら
豊
富
な
図
様

を
宿
す
諸
資
料
を
手
近

か
に
蓄
積
す
る
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
注
文
に
応
え
う
る
方
便
と
な
る
に
い
た

っ
た
。
各
画
塾
が
総
力
を
挙
げ
て
広
義

の

粉
本
収
集

に
当

っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
画
家
個
人
と
し
て
も
さ
ら
に
そ
の
資
料
を
転
写
す

る
こ
と
で
、
後
日
の
制
作
に
備
え
る
努
力
を
惜
し
ま
な
か

っ
た
・
橋
本
雅

邦
の

「木
挽
町
絵
所
」
に
は
、
自
宅
の
焼
亡
に
よ
り
画
業
を
廃
し
た
画
家

の
例
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
が
、
粉
本
資
料
を
喪
失
し
た
こ
と
が
い
か
に
致
命
的
な
結
果
を

も
た
ら
し

た
か
、
切
実
な
問
題
を

は
ら
ん
で
い
る
。

題
材
資
料
を
収
集
す
る
た
め
、
画
家

の
粉
本
入
手

が
い
か
に
大
変

で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
、
久
留
米
藩
御

用
絵
師

の
場
合
を
考
え
て
み
た

い
。
現
在
、
久
留
米
市

資
料
収
蔵
館

に
保
管
さ
れ

て
い
る
四
千
数
百
点

に
の
ぼ
る
諸
資
料

の
中
に
、
藩
御
用
絵
師
三
谷
元
就

(勝
波
方
信
)

に
よ
る
十
件
余

の
原
寸
大
写
本

や
縮
図

に
興
味

を
ひ
く
銘
文
が
認
め
ら
れ
る
。
三
谷
家

の
画
人
は
、
そ

の
初
期

に
中
橋
家

に
師
事
し
た
が
、
右

の
模
本
類
を
写
し
た
幕
末
に
は
木
挽
町
家
に
学
ん
で

い
る
。
万
延
元

年

(
一
八
六
〇
)
を
め
ぐ

っ
て
江
戸
城
本
丸
対
面
所
杉
戸
絵
を
勝
川
院
が
写
し
た
画
面
を
、
四
月
か
ら
十

一
月
に
か
け

て
、
「
夜
に
潜
に
之
を
模
写

」

(整
理
番
号
三

二
二
)
す
る
と
包

紙
に
表
書
き
し
て

い
る
。
そ
の
他
、
写
し
た
時
刻
を
記
し
た
例
も
あ

る
。
「
入

ッ
過
出
来
」

(=
=

入
)
「
夜
九
報
過

」

(=
=

九
)
「
四

ッ
半
よ
り
暁

六

ッ
時
写
し
終
る
」
(八
五
二
)

(入
五
三
)
、
或
は
江
戸
城
本
丸
休
息

の
問
襖
絵
を

「
五
月
吉
日
夜
素
写
、
六
月
十
四
日
夜
色
之
」

(
一
〇

一
〇
)
と

い
っ
た
具
合

で

あ
る
。
ま
た
文
政
入
、
九
年

(
】
八
二
五
、
六
)
ご
ろ
写
し
た
赤
羽
御
殿

の

「
墨
牛
図
」
に

つ
い
て

「
夜
に
相
写
し
候
故
隈
取
間
違
え
候

」
(
一
二
八
八
)
と
記
し
て

い
る
。
粉
本
収
集

に
当

っ
て
、
人
目
を
避
け
る
な
ど
か
な
り
の
苦
労

が
あ

っ
た
こ
と
を
察
知
さ
せ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
実
情
は
、
勝
波
方
信
に
限
ら
れ
る
こ
と
で

は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
城
杉
戸
絵
な
ど
の
勝
川
院

に
よ

る
模
本

を
、
さ
ら

に
方
信
が
重
写
す
る
と

い
う
右

の
例

は
、
最
早
絵
手
本

の
た
め

の
粉
本
収
集

と
い
っ
た
目
的
で
は
な
く
あ

く
ま

で
制
作
に
必
要
な
豊
富
な
図
様
収
集
を
は
か
る
た
め

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保

・
弘
化
度
江
戸
城
障
壁
画
を
め
ぐ

っ
て
は
、
晴
川
院
ら

に
よ
る
伺
下
絵

を
重
写
す

る
ケ
ー

ス
が
多
か

っ
た
上
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
重
写

に
よ
る
粉
本
化
が
屡

々
見
受
け
ら
れ

る
。
要
す

る
に
、
後

日
の
制
作

に
際
し
て
参
照
さ
れ
る
粉
本

の

た
め
に
、
労
を
惜

し
ま
な
か

っ
た
当
時

の
実
情
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。
同
様

の
こ
と
は
、
画
人
に
と

っ
て
、
古
画
か
ら

の
図
様
撮
取
ば
か
り
で
な

く
、
自
然

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(7)

　 　



粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

の
風
物
や
人
体
か
ら

の
写
生

に
よ

っ
て
得
た
諸
形
象
も
ま

た
図
様
構
成

に
活
用
さ
れ
る
公
算
は
大
き

か

っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
写
生
と

い
う
新
し

い
描
写
手
段
が
近

世

に
入

っ
て
、
探
幽
あ
た
り
か
ら
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
影
響

は
心
あ
る
画
人
た
ち

に
継
承
さ
れ
、
写
生
諸
画
系

の
成
立
と
も
相
侯

っ
て
、
近
世
画

壇

の
活
性
化

に

一
役
買

っ
た

こ
と
は
、
周
知

の
通
り

で
あ

る
。

以
上
挙
げ
た
地
取
り
に
よ
る
縮
図
、
或
は
写
生
帖
類
は
、
彩
墨
を
用

い
て
収
集
さ
れ
た
絵
画
資
料

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
初
期
を
過

ぎ
る
こ
ろ
よ
り
、
橘
守
国
に
よ
る
図
彙
や
大
岡
春
ト
に
よ
る
図
譜
と

い
う

版
本
形
式

の
発
達

に
よ
る
教
習
本
や
絵
手
本
を
介
し
て
、
図
様
や
画
題
に
関
す

る
啓
蒙
書

が
出
版
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
粉
本
収
集

が

一
般
に
は
な
お
困
難
な
段
階

に
あ

っ
て
、
幅
広

い
要
求

に
応
え

た
点

が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
種
出
版
事
情

に
先
鞭
を

つ
け
た

の
が
大
坂
で
あ

っ
て
、
か
か
る
版
本

の
下
絵
を
準
備
し
編
集
し
た
画
人
た
ち
は
、
当
初
不
特
定
多
数

の
支
持
層
を
対
象
と
し
た
が
、
次
第
に

一
定

の
支
持
層

を
獲
得
す
る
に

い
た

っ
て
、
大
坂
画
壇
の
基
盤

が
生
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ

い
。
守
国

は
師
家

の
鶴

沢
家
秘
蔵

の
粉
本
を
公
表

し
た
こ
と
で
破
門
さ
れ
た
と

い

う
逸
話
を
遺

し
て
い
る
。

三

研
究
資
料
と
し
て
の
粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(8)

 

粉
本

が
、
画
家

に
と

っ
て
基
礎
的
段
階
で
の
習
画
用
教
本
、
或
は
制
作
段
階

で
の
図
様
調
整
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な

い
参
考
資
料

で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
か
し
、
本
稿

の
意
図
は
さ
ら
に
絵
画
史
の
研
究

に
と

っ
て
、
間
接
的
な
が
ら
そ

の
資
料
的
価
値

に
つ
い
て
も
言
及
す
る
要

が
あ

る
。
模
本
や
縮
図
を
介
し

て
、
そ

れ
は
既

に
喪
失
さ
れ
た
原
画

の
構
図
や
題
材
を
視
覚
的

に
把
握
し
う

る
点
に
あ
る
。
史
料

の
上
か
ら
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
な
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
を
う
る

こ
と
は
、
史

的
展
望

の
上

で
、
欠
落
し
た
部
分
を
補
足
す
る
重
要
な
手
だ
て
と
な
る

の
で
あ
る
。

「
粉
本

に
は
じ
ま
り
、
粉
本

に
終
る
」
と

い
う
、
橋
本
雅
邦

の
所
伝
は
本
挽
町
絵
所
で
の
習
画
的
段
階

か
ら
制
作
段
階
ま

で
、
広
義

の
粉
本
資
料
が

い
か
に
必
要

で
あ

っ
た
か
を
告
げ
て
い
る
。
従
来
、
粉
本
は
美
術
史
研
究

で
は
あ
く
ま
で
第

二
義
的
な
扱

い
を
受
け
る

の
が
常

で
あ

っ
た
。
博
物
館
や
美
術
館

に
お

い
て
も
、
鑑

賞

に
供
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
展
示

の
対
象

と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
な

っ
て
原
画
を
失

っ
て

い
る
模
本

の
意
義

が
次
第

に
注
目
さ
れ
は
じ
め
、
展

示
さ
れ
る
例
も
生
じ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、

か
か
る
観
点
か
ら

い
く

つ
か
の
具
体
例
を
と
り
上
げ
、
改
め
て
粉
本

の
有
効
性
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
加
え
て
、



一

今
度

の
諸
粉
本

の
調
査
が
か
な
ら
ず
し
も
明
確
な
成
果
を

み
い
だ
し
え
な
か

っ
た
例

に

つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
問
題
提
起
を
試
み
る

こ
と
に
し
た

い
。

天
瑞
寺
客
殿
襖
絵
縮
図

墨大
絵書 仏壇之間

金衣
地鉢

墨東
富絵之

山 院 彩 閣 士 北
水 菊色 山 之
図 図 図 間

金礼 金室 金檀 墨東
地之 地 中 地 那 絵之
彩 間 彩 彩之 三 間

竹色 松色 桜色間 笑
図 図 図 図

注
11

こ
の
件

に
つ
い
て
は
、
既

に

「
天
瑞
寺
客
殿
画
考

永
徳
大
画
を
め
ぐ

っ
て

」
と
題
す

る
論
考

で
、
当
縮
図

の
紹
介
と
意
義

に
つ
い
て
発
表
し
た
。
確
証

あ
る
遺
品

に
乏
し

い
狩
野
永
徳
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
が
限
ら
れ
た
史
料
や
絵
画
資
料

に
依
存
す
る
現
状

に
あ

っ
て
、

天
瑞
寺
客
殿
襖
絵
に

つ
い
て
も
実
態
は
お
ろ

か
図
様

の
片
麟
す
ら
模
索
し
難

い
実
情

に
あ

っ
た
。
そ

の
点
、
客
殿
画

の

一
端

と
は

い
え
、
具
体
的
な
図
様

の

一
部
を
縮
図
を
介
し
て
知
り
う
る
に

い
た

っ
た
こ
と

は
、
粉
本
研
究

の
主
旨

に
そ

っ
た
成
果

と
い
え
る
も

の
で
あ

っ
た
。
本
稿

で
は
、
そ

の
詳
細

に

つ
い
て
重
複
す

る

の
を
避
け
た
。
な
お
検
討

の
余
地
あ
る
問
題
点
に

つ
い
て
、
述
べ
る
こ
と

に
し
た
い
。

　

ユ

真
珠
庵

の
文
化
入
年

(
一
入

一
一
)

の
写
本

『紫
野
大
徳
寺
明
細
記
』

に
よ
る
と
、
当
客
殿
八
室

の
内
、
東
之
間
並

び
に
東
之
北
之
間

の
絵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
墨
絵

　

　

の

「
三
笑

之
図

」
と

「
富
士

之

図
」
と

さ

れ

て

い
る
。

こ

こ
で
注
意

さ

れ

る

の
は
、

原
家

本
縮

図

に
よ
る

と
、

「
富

士
図

」
三
保

　

ヨ

の
松
原
拡
大
部
分

に

「
(前
略
)
客

殿
東
之
間
、
探
幽

ス
ミ
画
」
と
書
き
入
れ
ら
れ
て

い
る
点

で
あ

る
。
縮
図
で
地
取
り
し
た
原

図1天 瑞寺客殿平面図(推 定

 

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

在
正
の
錯
誤
と
み
る
に
は
、
室
中

の

「
松
図
」
に

「永
徳
筆
」

と
書
き
入
れ
て
い
る

の
と
、
余
り

に
も
対
照
的

に
扱
わ
れ
て

い

る
点

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
問
題
と
し
た
い
の
は
、
東
之
間
と
東
之
北
之
間
と
は
、
創
建
以
後

に
増
設
さ
れ
、
襖
絵
も

こ
れ
に
と

も
な

っ
て
描
き
加
え
ら
れ
た

の
で
は
な

い
か
と

い
う
推
測

で
あ
る
。
あ
く
ま

で
、
縮
図
で
の
記
入
を
信
ず

る
限
り
「墨
画
山
水
」

の
大
書
院
を

の
ぞ
く
四
室

の
金
碧
画
と
は
異
質

の

「
墨
画
箔
少
シ
」

の
画
面

で
あ
り
、
六
室
構
成
を
基
本

と
し
て

い
た
方
丈
間

取
り
に
二
室
を
加
え
た
趣
き

の
あ
る
こ
と
も
否
定

で
き
な

い
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
入
室
構
成

の
塔
頭
客
殿
の
例

と
し

て
は
、
大
徳
寺

に
お

い
て
、
大
方
丈
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
大
方
丈
が
創
建
さ
れ
た

の
は
、
寛
永
十
入
年

(
一
六
四

一
)

の
こ
と
で
、
開
山

の
大
燈
国
師

を
祀
る
塔
所
と
そ
の
前
室
を

加
え
る
た
め
に
八
室
と
な

っ
た
事
情
が
あ
る
。
そ

の
他
と
し

て
は
、
玉
林
院
客
殿
が
存
在
す

る
が
、
元
和
後
期

(
一
六
二

一
・

(9)
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粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

富士図縮図図2

富士図縮図部分(松 原図)図3

(10)
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冒
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職

期



二
)

ご
ろ

に
は
再
建
が
完
朧

し
て
い
た
と

い
わ
れ
る
・
八
室
構
成

の
動
機

は
檀
那
側

の
た
め
の
接
客
空
間

の
重
視
に
よ
る
も

の
で
、
衣
鉢

の
間
並
び
に
檀
那
の
間
が

そ
れ
ぞ
れ
二
室

か
ら
構
成
さ
れ
た
た
め
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
三
玄
院
客
殿

は
、
さ
ら

に
年
代
が
上

っ
て
天
正
十
七
年

(
一
五
八
九
)

に
完
成
を

み
て

い
る
。

　
お

創
建
当
初

の
規
模
は
、
他
の
塔
頭
客

殿
と
大
差

の
な

い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
慶
長
二
十
年

(
一
六

一
五
)
西
側

に
二
室
と
入
側
縁
が
増

設
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て

い
る
。

即
ち
、
当
初

の
客
殿
平
面
間
取
り
に

つ
い
て
は
、
資
料
を
欠
く
が
、

明
和
入
年

(
一
七
七

一
)
頃

の
実
情
を
そ
の
年

に
作
成
さ
れ
た
普

請
願

に
よ

っ
て
知
り
う

る
と

さ
れ
て

い
る
。
開
山

の
春
屋
宗
園
の

『円
鑑
国
師
行
道
記
』
に
よ
る
と
、
創
建
直
後
、
長

谷
川
等
伯
が
師
の
留
守

に
客
殿
に
入
り
、
水
墨
を
乱
点
し
た
と

い
う
。
そ

の
画
跡

は
現
在
、
草
体
水
墨
山
水
図
と
し
て
建
仁
寺
円
徳
院
客
殿

に
移
管

さ
れ

て

い
る
。

『紫
野
大
徳
寺
明
細
記
』

に
は
、

五
室

に
わ
た
る

「
墨
画
山
水
」
に
加
え

て
、
西
之
間
と
西
北
之
間
に
そ
れ
ぞ
れ

「
人
物
」
図

と

「
柳
燕
」
図
も

「
等
伯

一
筆
」
と
し
て
記

入
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
慶
長
二
十
年
増
設
時

の
画
面
と
み
ら
れ
、

等
伯
は
既
に
他

界
し
て

い
た
の
で
あ

る
。

現
在

こ
れ
ら

の
画
面
は
所
在
不
明

の
た
め
、
実
証
し
え
な

い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

同
様

の
こ
と
が
、
天
瑞
寺
客
殿

の
東
之
間
と
東
之
北
之
間
に

つ
い
て
も
指
摘
し
う
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
即
ち
、

こ
れ
ら
二
室

は
三
玄
院

の
例

に
も
あ
る
よ

図

3

注

14

う

に
、
創
建
以
後
増
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
在
正
が
記
し

て
い
る
よ
う
に
そ

の
襖
絵

「富
士
図
」

と

「
三
笑
図
」
も
別
種
の
手
法

で
描
き
加
え
ら
れ
た
も

の
と

　
お

考
え
ら
れ
る
。
天
瑞
寺
客
殿

の
八
室
構
成

の
桁
行
十
七
間

]
尺

に
梁
行
九
間
二
尺
六
寸

の
規
模
を
示
す
資
料
は
、
幕
末

の
古
図
で
あ

っ
て
、
創
建
当
初

の
実
情
を
直

接
伝
え
る
図
面

で
は
な

い
と

こ
ろ
に
、
三
玄
院
客
殿
と
類
似
し
た
実
情
を
ひ
そ
ま
せ
て
い
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
。
『
明
細
記
』
に
つ
い
て
は

い
う
ま
で
も
な
く
、

天
瑞

寺
客
殿

の
襖
絵

の
画
題
や
諸
室
に

つ
い
て
表
記

し
て
い
る

『
宝
山
誌
紗
』
も
享
保
五
年

(
一
七
二
〇
)
の
写
本

で
あ

っ
て
、
創
建
時

の
デ
ー
タ
を
じ
か
に
伝
え
る
も

の

で
は
な

か

っ
た
。

(11)

▼

鱒
11

久
隅

守
景
筆
・
「
月
次

風
俗
図
」

古
代

に
成
立
し
た
月
次
絵

は
、
中
世
以
後
和
歌
か
ら
脱
脚
す
る

こ
と
で

い
っ
そ
う
視
覚
的
に
自
由
な
表
出

が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
屏
風
を
は
じ
め
、
画
帖
、

掛
幅
、
扇
面
、
冊
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
画
面
形
成
に
描
か
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
ま
た
、
各

流
派
や
諸
画
系

の
画
家

た
ち
が
手
が
け
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
は
、
そ

の
鑑
賞
者

が
多
方
面
に
わ
た
り
、
そ

の
共
感
と
支
持
を
う
る
に
い
た

っ
た
た
め
で
あ
る
。
変
化
の
現
れ
と
し
て
、
月
次
絵

と

い
う
名
称
よ
り
も
、
+
二
ヶ
月
図
と
呼

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題



粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ぶ
こ
と
の
方

が
よ
り

ふ
さ
わ
し

い
も

の
と
な

っ
た
。

時
代
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
時
世
風
俗
を
も
り

こ
む
人
事
系
の
十
ニ
ケ
月
風
俗
図
が
盛
行
す
る
よ
う

に
な
り
、
押
絵
貼
屏
風
も
ふ
く
め
て
、
数
多
く

の
遺
品
が
散

見
さ
れ
て

い
る
。
そ

の
中
に
、
従
来
知
ら
れ
な
か

っ
た
久

隅
守
景
筆

「
十
ニ
ケ
月
風
俗
図
」

の
模
本
が
、
図
巻
形
式

で
久
留
米
市
資
料
収
蔵
館

に
保
管
さ
れ
て
い
る

注

16

注

17

　
マ
マ
　

こ
と
が
分

か

っ
た
。
天
保
七
年

(
一
入
三
六
)
三
谷
方
信
が
写
し
た
も

の
で
、
裏
面
に

「
守
景
図
十

二
月
人
佛
天
保
七
申
入
月
於
江
府
墓

晴
川
法
眼
養
信
筆

方
信

写
屏
風
桿

(押
)
絵
□
口
仏
」
と
墨
書

さ
れ

て
い
る
。
押
絵
帖
り

の
縦
長
場
面
を
図
巻

に
横
書
き
し
、
各
月

の
行
事
を
順

に
分
節
し
な
が
ら
連
ね
た
構
成
を
と
る
。

と
り
あ
わ
せ

げ

あ
ん

こ

内
容
は
、
正
月
千
秋
万
才
、
二
月
角
兵
衛
獅
子
、
三
月
鶏

合
、
四
月
夏
安
居
、
五
月
尚
武
節
供
、
六
月
氷
室
節
供
、
七
月
孟
蘭
盆
会
、
入
月
月
見
、
九
月
重
陽
節

供
、
十
月
恵
美
須
講
、

(十

一
月
以
下
欠
落
)
と

い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
守
景
画

の
写
し
を
晴

川
院
が
模
し
、

こ
れ
を
さ
ら

に
方
信
が
木
挽
町
家

で
手
控
え

た
と

い
う

転
写

の
縮
図
で
あ
る
だ
け

に
、

こ
の
場
合
は
守
景
画
の
特
色
は
か
な
り
う
す
れ
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
谷
文
晃
も
ま
た
守
景

の
十
ニ
ケ
月
図
を
京
都
国
立
博
物
館
蔵

「
文
晃
古
画
縮
臨
」
の
中

に
縮
写
し
て
い
る
。
「
守
景
之
筆

十
二
月
屏
鰐

」
と
あ

り
、
縦
長

の
画
面

に
十
二
図
を
描
き
分
け
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
久
留
米
本

と
同
様
原
図
は
押
絵
貼
屏
風
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
古
画
縮
臨

」
に
よ

っ
て
、
久

せ
き

そ

ろ

留
米
本
で
欠
落
し

た
十

一
月

お
火
焚
、
十
二
月
節
季
候
も
判
明
し
た
。
さ
す

が
に
文
晃

の
筆
だ
け
あ

っ
て
、
細
画
な

が
ら
筆
致
は
き
び
き

び
と
し

て
諸
人
物

の
動
勢

を
活
写
し

て
い
る
。
守
景

の
月
次
風
俗
図
屏
風
が
存
在
し

た
こ
と
は
、
立
場

の
異
な
る
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
写
し
と

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
認
め
ら
れ
て
よ

い
が
、
原

画

が
木
挽
町
画
塾

に
あ

っ
た
か
否
か
は
不
明

で
あ
る
.
さ
ら
に
、
最
近
新
し
ー
撫

さ
れ
た
守
景
筆

大
和
+
二
月
遊
図
巻
L
模
本

に
も
共
通
図
様
を
看
取
す

る
こ

と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
東
京
芸
術
大
学
本

で
は
、
月

々
の
流
れ
に
乱
れ
が
あ
り
、
三
月
に
は
じ
ま
り
八
月
ま
で
順
行
、
十
月
と
九
月
が
逆
、
最
後

に
正
月
が
き

て
、

二
月
が
欠
落
し
て

い
る
。
当
模
本

に
は
、
巻
末

に

「大
和
十
二
月
遊

半
兵
衛
守
景
筆

文
政
元

(
一
入

一
入
)
寅
六
月
四
日
写
之

狩
野
松
隣

王
」
と
記
さ
れ
、

模
写
時

の
デ
ー
タ
が
分
か
る
。
松
隣

は
伊
川
院
栄
信

の
門

で
時
期
的
に
晴
皐

(芳
崖

の
父
)

に
当

た
る
画
人
で
、
木
挽
町
画
塾
に
学

ん
で

い
る
。
久
留
米
本
の
模
写

画
家

と
考
え
合
せ
る
と
、
守
景
原
画
も
し
く

は
そ

の
模
本

が
木
挽
町
家

に
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
画
面
は
、
他

の
模
本

と
異
な
り
真
体
に
よ
り
硬
質
の
描
写

を
行

っ
て

い
る
が
、
細
部
描
写

に
若
干

の
変
更
が
み
ら
れ
、
筆
致
か
な
ら
ず
し
も
上
筆

と
は
い
え
な

い
が
、
三
月
、
五
月
、
十

一
月

の
各
場
面
に
登
場
す
る
諸
人
物

に
守
景
様
式

の
面
貌
を
う

か
が
え
る
の
が
お
も
し
ろ

い
。

右

に
挙
げ
た
三
件
の
守
景
筆

「
十
二
月
図
」
模
本

が
大
筋
に
お

い
て
同

一
の
原
本
か
ら
伝
写
さ
れ
た
図
様
を
示
し
て

い
る
点

で
、

か

つ
て
守
景
に
よ

る
原
本

の
存

(12)
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集
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図6探 幽筆月次景物図(正 月～4月)模 本

(13)
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粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
り

　
　

在
が
察
知

で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
以
前

に
紹
介
し
た
探
幽
筆
月
次
景
物
図
が
、
や
は
り

一
連

の
守
景
画
模
本
と
図
様
を
共
通
さ
せ
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
そ
の
意
義
を
痛
感

せ
ざ
る
を
え
な

い
。
探
幽
が
新
や
ま
と
絵

の
復
興
を
志
向
し
、
多
く

の
い
わ
ゆ
る
景
物
画
を
制
作
し
た
こ
と
は
周
知

の
如
く
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
中
世
以
来
中
断
さ
れ
て
き
た
定
家
詠
月
次
花
鳥
歌
絵
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
は
、
近
世

の
諸
流
派
、
諸
画
系

に
そ
の
継
承
を
う
な
が
す

こ
と
に
な

っ

注

20

た
。

か
か
る
探
幽
が
、
十
二
月
風
俗
図
を
制
作
し
た
背
景

は
容
易
に
納
得
で
き
る
。

こ
の
種

の
主
題
は
、
広
義

の
景
物
画

の
範
時
に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
探
幽
が

四
季
絵
、
月
次
絵
、
名
所
絵

と

い
っ
た
新

し

い
景
物
画
を
手
が
け
た
事
実
は
、
十
ニ
ケ
月
図
制
作

に
よ

っ
て
そ

の
間
接
的
な
証
左
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

周
知

の
よ
う

に
、
守
景
は
探
幽
よ
り
破

門
を
受
け
た
才
あ
る
画
家

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
遺

品
を
通
じ

て
最
も
探
幽

の
真
意
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。

　

の

ひ
と
と
き

名
作

「
納
涼
図
」
は
夏

の
夕

べ
の

一
刻

の
景
物
画
に
当
た
る
が
、
探
幽

の
意
図
し
た
景
物
画

の
世
界
を
端
的

に
あ
ら
わ
し
た
点
、
そ

の
忠
実
な
祖
述
者
で
あ

っ
た
と

い
え

る
だ
ろ
う
。
守
景

の
十
二
月
図
の
原
点
は
、
探
幽
に
発
し
て
い
た
も

の
と
判
断
し
て
差
し

つ
か
え
な

い
。

lll

柴

田
義

重
筆

「
十

ニ
ケ
月
風
俗

図
」

(14)

や
ま
と

　

　

コ
　

黒
川
古
文
化
研
究
所
に

「
月
次

和

人
物
」
と
箱
書
銘

の
あ
る
柴

田
義
董

(
一
七
入
O
i

一
八

一
九
)
筆

「
十
ニ
ケ
月
風
俗
図
」
二
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
富
小

注

22

注

23

路
貞
直

に
よ
る
文
化
入
年

(
一
八

=

)

の
序
文
、
同
年

の
加
茂
季
鷹

に
よ

る
蹟
文
が

つ
け
ら
れ
て

い
る
。
月
次
風
俗
図
は
、
前
節
で
も

ふ
れ
た
よ
う
に
、
近
世
初

期
以
来
、
月
次
絵

の
系
列

で
新
し

い
趣
向
を
加
味
さ
せ
て
、
近
世
画
壇

の
あ
ら
ゆ
る
画
系

が
手

が
け
た

の
を

み
て
も
、
当
時
幅
広

い
支
持
を
え
て
、
盛
行
し
た
も
の

と
思

は
れ
る
。
即
ち
、
月
次
絵

の
新
し

い
発
展
と
み
な
さ
れ
る
。
序

文
に
よ

る
と
、
池
田
の
風
流
人
山
川
春
眠

が
義
董

に
写
さ
し
め
た
も

の
と
い
う
。
そ

の
月
次
の

注

24

内
容

は
、
正
月
白
馬

の
節
会

に
は
じ
ま
り
師
走
、
さ
ら
に
節
分
ま
で
、
三
十
余
件

の
年
中
行
事
を
、
か
な
り

た

っ
ぷ
り
と
し

た
余
白

の
中

に
描
き

つ
ら
ね
て
い
る
が
、

こ
ろ
も
が
え

処

々
、
月

々
の
順
行
に
乱
れ

の
あ
る

こ
と

に
気
付
く
、
例
え
ば
左
義
長

の
前

に
初
午
、
更

衣
の
後

に
桃
の
節
供
、
鞍

馬
の
竹
伐
が
七
夕

の
後
と

い
っ
た
具
合
で
あ

る
。そ

の
後

思
文
閣
発
行
の
「縮

目
墾

三
七
号
に
、
右
の
黒
川
古
文
化
本
を
議

し
た
か
た
ち
の
そ
の
限
り
で
は
殆
ど
絵
様
を

一
致
さ
せ
て
い
る
「月
次
恥
癬

」

 】
巻

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
知

っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
巻
末

の
款
記

に
よ

っ
て
思
文
閣
本

の
原
画
は
呉
春
画

で
あ
る

こ
と
に
気
付

い
た
。
即
ち
、
巻
末

に
ほ
ど

こ
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図7-1十 ニケ月図(競 馬)柴 田義董筆 黒川古文化研究所

図7-2十 ニ ケ月図(競 馬)「 呉服里風」模

図8-1十 ニケ月図(師 走)柴 田義董筆 黒川古文化研究所

(15)
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さ
れ
た
款
印

に
、
解
釈
に
苦
し
む
白

・
朱
文
長
方
形

「
呉
服

・
里
風
」
印
と
白
文
方
形

「
呉
春
之
印
」
印
が
並
列
さ
れ
て
い
る
が
、
「
呉
春
」
印

は
明
ら
か
に
書
き
判

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
思
文
閣
本
は
呉
春
画

の
模
本

と
み
な
す

の
が
妥
当

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

こ
の
模
本
を
介
し
て
、
黒
川
古
文
化
本
も
呉
春
原
画

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
余
り
に
も
近
似
し
た
描
写
を
示
す
点
、
当
時

の
模
写

の
技
術
が

い
か
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
か
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ち
な
み
に
、

黒
川
本
は
、
義
董

が
依
頼
者

に
よ
り
、
彼
な
り

の
月
次
風
俗
図
を
制
作
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
思
文
閣
本
と
く
ら

べ
る
と
、
明
ら
か
に
諸
人
物

の
像
容
が
よ
り
的
確

で
あ

っ
て
、
同

一
の
原
画

か
ら
図
様
を
写
し
と

っ
て
い
る
点

で
、
比
較
の
便

に
供
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、
思
文
閣

ヘ

へ

本
は
場
面
相
互

の
間
が
短
絡
し
、
個

々
の
人
物
像
描
線
は
無
機
的

で
活
気
が
な
く
着
彩
に
む
ら
が
あ
り
、
縦
横

に
運
筆
を
駆
使
し
諸
人
物

の
像
容
も
よ
り
的
確
で
あ

る
黒
川
本
と
は
区
別
さ
れ
る
。
黒
川
本

が
天
地
二
十
九

・
二
糎

に
対
し

て
二
十
六

・
三
糎
、
写
す
う

ち
に

「
師
走
」

や

「
競
馬
」
、
「
大
峰
入
り
」
「精
霊
迎
え
」

の
上

辺
を
継
ぎ
足
さ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
思
文
閣
本

が
、
呉
春
画

の
い
く

つ
か
の
場
面
を
縮
写
し
た
も

の
と
み
て
も
、
人
物
相
互

の
形
態

の
類
似

は
黒
川

本
も
ま
た
呉
春
原
画
か
ら
発
想
を
え
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
義
董
が
依
頼
者

か
ら
呉
春

の
月
次
風
俗
図

の
模
写
を
依
頼
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
黒
川

く

れ

は

本

の
制
作
さ
れ
た
年

の
暮

に
呉
春
が
他
界
し
て
い
る
。
義
董

の
十
二

ヶ
月
風
俗
図

が
、
こ
れ
と
関
係

が
あ
る
か
否
か
は
さ
だ
か
で
な

い
が
、
依
頼
者

の
春
眠
は
、
呉
服

励

の
里

に
滞
在
し
た
呉
春
と
な
ん
ら
か

の
因
縁
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
義
董

は
呉
春

の
弟
子

で
あ

っ
て
、
と
く
に
人
物
画
で
は
呉
春
様
式
を
修

ー

得
し

た
名
手

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
を
考
え
合

せ
れ
ば
、
黒
川
本
は
現
在
所
在

の
つ
か
め
な

い
呉
春

の
月
次
風
俗
図
を
忠
実

に
伝
え
る
作
品
と
み
な
し
た
い
。

短

桃
源
瑞
仙
像
模
本

　
　

相
国
寺
慈
照
院

に
桃
源
瑞
仙

(
一
四
三
〇
1
入
九
)

の
画
像

が
蔵
さ
れ
て

い
る
が
、
曲
泉

に
坐
し
、
右
手
に
警
策
を
持

つ
典
型
的
な
頂
相

で
あ
る
。
僧
衣
に
ほ
ど

こ
さ
れ
た
明
快
な
描
写
に
対
し
、
面
貌
に

つ
い
て
は
そ

の
温
和

と
い
う
よ
り
は
幾
分
弱

々
し
げ
な
表
情

と
あ

い
ま

っ
て
、
筆
力
や
着
彩
を
抑
え
よ
う

と
し
た
特
色
が

く

み
と
れ
る
。

図
上

に
着
賛
あ
り
、
「
前
住
相
国
桃
源
和
尚
大
禅
師
真
讃
」

と
題
す

る
賛
文
が
ほ
ど
さ
れ
て

い
る
。
宝
永
四
年

(
一
七
〇
七
)

の
別
宗
祖
縁

の
後
書
き
に
よ
る
と
、

桃
源
師
没
後
二
百
余
年
を
経

て
、
「
な
お
そ
の
泰
斗

の
ご
と
き
道
風
を
景
仰
し
、
文
室
座
元
を
し

て
遺
像
を
再
絵
せ
し
む
、
云

々
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
桃
源
画
像

の
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注
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模
本

で
あ

る
こ
と
を
語

っ
て
、
し
か
も
、
画
面
上
辺
に
ほ
ど

こ
さ
れ
た
長
文

の
着
賛

に
は
、
末
尾

の

「
延
徳
二
年

(
一
四
九
〇
)
庚
戌
十
月
廿
入
小
祥
忌
日
、
前
南

禅
景
三
、
焚
香
九
拝
謹
書
」

に
よ
る
と
、
そ
れ
は
桃
源
と
同
時
代

の
横
川
景
三

の
賛

で
あ
り
、
文
中

「
景
徐

(周
麟
)
師
持
此
像
、
来
乞
讃
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

原
画

で
の
横
川
に
よ
る
着
賛
を
再
録
し
た
こ
と
は
疑
え
な

い
。

と
こ
ろ
で
、

こ
の
慈
照
院
本

の
原
画
像
に

つ
い
て
想
起
さ
れ
る

の
は
、
病

い
篤
く
な

っ
た
崇
寿
院

の
住
持
桃
源

の
も

と
に
ゆ
き
、
肖
像
を
長
享
三
年

(
一
四
八
九
)

五
月
二
十
入
日
、
狩
野
正
信
が
紙
形

(顔
貌

の
下
絵
)
に
写
し
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。

『蔭
涼
軒

日
録
』

に
よ
る
と
、
同
年
同
日
の
条

に

「
景
徐
よ
り
亀
泉

(集
証
)

に
、
桃
源
不
例
に
依
り

て
そ

の
肖
像
を
描
く

べ
き
を
申
し
入
る
。
亀
泉
、
狩
野
正
信

に
之
を
命
じ
、
正
信
、
之
を
写
す
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
、

明
ら
か
に
寿
像

と
み

な
す

べ
き
も

の
で
、
横
川
の
賛
文
に

み
る
遺
像
を
再
絵
さ
せ
た
と

い
う
件
り
と
喰

い
違
う
。
し
か
し
、
遺
像

の
解
釈
に
も
、
没
後

の
像

と
い
う
以
外

に
遺

さ
れ
た
像

と

い
う
意
味
合

い
も
あ
る
。
正
信
に
よ
る
桃
源
像
制
作

の
背
後

に
横
川
の
働
き
が
あ
り
、
横
川

の
着
賛
が
、
桃
源

一
周
忌
に
際

し
て
、
執
筆
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
、

正
信
に
よ
る
画
像

の
完
成
し
た
時
期

と
も
微
妙
に
か
ら
ん
で
く
る
。

近
年
、
正
信

の
描

い
た
と

い
う
本
法
寺
襲
蔵

の
日
親
上
人
画
像
が
、
第
十
世
日
通
上
人
の
筆
録

『
等
伯
画
説
』
に

「
元
信
力
父
、
開
山

(
日
親
上
人
)

ノ
御
影
書

捌

タ

ル
人
也
」

と

い
わ
れ
た
画
像

に
同
定
さ
せ
る
見
方
が
有
力
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て
、
桃
源

の
原
画
像
は
遺
ら
な

い
も

の
の
、
こ
れ
が
正
信

の
描

い
た

ー

桃
源
像

の
忠
実
な
模
本

と
な
れ
ば
、
確
か
な
遺

品
に
恵
ま
れ
な

い
正
信
画
研
究
に
と

っ
て
貴
重
な
資
料
と
な

る
公
算
は
大
き

い
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「

v

武
田
信
玄
画
像

信
玄
画
像

に
つ
い
て
は
、
高
野
山
成
慶
院

に
伝
来
し
た
武
田
勝
頼

に
よ
る

「
信
玄

公
寿
像
拝
遺
物
等
」

の
寄
進
状
を
と
も
な
う
長
谷
川
信
春
筆

の
横
幅
画
像
が
知

注
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ら
れ

て
き

た
。

こ
れ
に

つ
い
て
の
詳
述

は
避
け
る
が
、
近
年

こ
れ
に
対
し
、
加
藤
秀
幸
氏
に
よ
る
異
説
が
提
出
さ
れ
た
。
即
ち
、
成
慶
院
本

の
小
刀
に
み
る
二
引
き

両
紋

に
よ

っ
て
、
能
登
守
護
畠

山
義
統

に
像
主
が
擬
さ
れ
て
い
る
。
着
衣

の
素
襖
に
も
武
田
の
家
紋

は
看
取
さ
れ
な
い
上
に
、
信
春
は
元
亀
二
年

(
一
五
七

一
)
ま

で
能
登
の
七
尾

に
住
し

て
い
た
こ
と
も
要
因

の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
・

こ
れ
に
対
し

て
・
宮
島
新

一
氏
が
反
講

を
加
え
・

従
来

の
定
説
を
肯
定
す
る
立
場
を
と
り
・

目
下

の
と

こ
ろ
両
論
は
平
行
線
を
た
ど

っ
て

い
る
か
に
み
え
る
。



成
慶
院
本
は
、

信
玄
活
躍
期
と
矛
盾
し
な

い
時
期

の
作
品
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
信
玄
画
像
と
称
さ
れ

る
画
像
群
の
中

で
は
最
も
古
様
か

つ
優
れ
た
作
風
を
示
し
て

い
る
。
し

か
し
、

こ
の
面
貌
を
信
玄
真
影
と
し

て
伝
え

る
模
本
や
伝
写
本

が
、
近
世
に
全
く
み

い
だ
さ
れ
て
い
な
い
の
も
事
実

で
あ
る
。
成
慶
院
本

に
次

い
で
古
様

　
れ

　
　

を
告
げ
る

の
は
、

現
在
高
野
山
持
明
院

に
保
存
さ
れ
、
筆
者

は
不

明
な
が
ら
制
作
時
期

は
桃
山
時
代
後
期
と
推
測
で
き
る
画
像

で
あ
る
。
そ
の
画
貌
は
成
慶
院
本
の

そ
れ
と
は
全
く
異

な
り
、
着
衣
に
は
武

田
菱
で
は
な

い
が
、
も
う

一
つ
の
武
田
家
紋
で
あ
る
唐
花
菱
紋

が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
持
明
院
本

の
系
列

に
属

す
る
信
玄
像
も
そ

の
後
継
承
伝
写
さ
れ
た
作
例
は
、

み

い
だ
さ
れ
て
い
な

い
。

江
戸
時
代
に
入

る
と
、
信
玄
画
像
は

一
変
し

て
、

そ
の
面
貌
に
類
型
化

が
は
じ
ま
り
、
既
に
右

に
み
た
信
玄

の
影
像

か
ら
距
り

は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
指
摘

で
き

　
　

る
。
例
え
ば
、
肥

前
松
浦
家
旧
蔵

の
信
玄
陣
中
影
は
、
上
杉
謙
信
陣
中
影

と
双
幅
を
な
す
も

の
で
、
「
土
佐
法
眼
常
昭
行
年
七
+
二
歳
図
之
」
の
落
款
を

ほ
ど
こ
す
土

佐
光
起

(
一
六

一
七
-
九

一
)
に
よ
る
元
禄
元
年

(
一
六
入
入
)

の
作
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
か
に
も
軍
神
と
し
て
の
崇
敬
像

で
あ

っ
て
、
達
磨
像

に
近

い
面
貌
は

最
早
肖
似
性
を
求

め
う
る
性
質

の
影
像

で
は
な

い
。
使
用
さ
れ
る
家
紋
は
唐
花
菱

で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
武
田
菱
を
兜

の
真
向

に
ほ
ど
こ
し
て

い
る
。
先
年
和
歌
山

県
立
博
物
館
で
新

出
し
た

「
川
中
島
合
戦
図
」
六
曲
屏
風

一
双
は
、
寛
文
期

ご
ろ
の
作

品
と
み
な
さ
れ
る
が
、
袈
裟

に
武
田
菱
を

つ
け
河
中
で
戦
う
信
玄
像

の
面
貌

助

は
光
起
本

と
共
通

し
、
江
戸
時
代
初
期
に
は

一
種

の
パ
タ
ー

ン
が
成
立
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ー

　
ロ

一
方
、
山
梨
県

下
そ
の
他

の
各
地
に
伝
世
す

る
信
玄
陣
中
影
は
多
種
多
様

で
、

一
貫
し
た
面
貌
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
は

で
き
な

い
。
甲
府
大
泉
寺
本
は
、
狩
野

探
信

二

六
五
五

三
-

一
七

一
入
)

の
落
款
を
も

つ
典
型
的
な
陣
中
影

で
、
正
面
草
摺

や
大
袖

の
裾
に
武
田
菱
を
配
し
て

い
る
。
し
か
し
、
既
に
対
看
写
照
に
よ
る

　
　

個
性
的
な
表
現
は
う

か
が
え
な

い
。
ま
た
、
竹
内
家
蔵
本
は
、
画
面
損
傷

の
た
め
詳
細
は
た
ど
れ
な

い
が
、
辛
じ
て

「
守
周
筆
」
の
署
名

が
認
め
ら
れ
神
足
常
庵

(生

没
年
不
詳
)

の
筆

と
紹
介

さ
れ
て

い
る
が
、
探
幽
門
下

の
四
天
王
と
称
さ
れ
た
絵
師

の

一
人

で
、
探
信

と
前
後
す
る
活
躍
期
を
も

つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る

作
例
を
介
し
て
も

、

江
戸
狩
野
派
に
よ
る
陣
中
影
が
、
武
田
軍
学
に
師
事
、
信
玄
崇
拝

の
武
家
階
層

か
ら

の
需
要
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な

い
。

右
は
、
江
戸
時

代

に
入

っ
て
以
後

の
信
玄
像

が
多
様

の
度
を
加
え
て
ゆ
く
二
三

の
例
に
す
ぎ
な

い
が
、
転
写
を
重
ね
た
結
果
、

そ
の
原
画
を
何
れ
に
求
む
べ
き
か

の
判
断
が
む
し
ろ

問
題
と
な
る
。
白
頭
に
甲
冑
、
朱
衣
を
ま
と

っ
て
床
几
に
椅
坐
す
る
姿

は
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、
口
元
は

へ
の
字

に
固
く
し
ま
り
、
目

は
鋭
く
見
開

き
眼
光
燗
燗
た
る
陣
中
影
は
、
最
早
正
し

い
意
味

で
の
肖
像
と
い
う
よ
り
は
影
供

の
た
め
の
敬
仰
像
と

い
っ
た
性
格

の
も

の
で
あ

ろ
う
。

信
玄
画
像

の
原

点
を
改
め
て
問
う
場
合
、
留
意
す

べ
き

こ
と
は
、
信
玄

の
実
弟
迫
遙
軒

こ
と
信
廉

(1

一
五
七
三
)

が
肖
像
画

の
名
手
で
あ

っ
た
点

で
あ

る
。

粉

本
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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騨

適
遙
軒
は
大
泉
寺
蔵

の
実
父

「
信
虎
像
」

と
長
禅
寺
蔵

の
実
母

「
信
虎
夫
人
像
」
を
描

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
天
正
二
年

(
一
五
七
四
)
の
僧
春
国
と
天
文

二
十

二
年

(
一
五
五
三
)

の
安
之
玄
穏

に
よ
る
着
賛
を
そ
れ
ぞ
れ
と
も
な

っ
て
現
存
す
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
迫
遙
軒

に
よ
る
信
玄
像
が
描
か
れ
た
こ
と
は
疑
う

余
地

が
な

い
。
『本
朝
画
史
』
の

「
雑
伝
」
に
は
、
迫
遙
軒
に

つ
い
て

「
性
絵
を
好
み
、
善
く
信
玄

の
寿
像
を
写
す
、
又
十
王
及
び
十
二
天
像
を
画
く
、
紀
州
高
野
山

に
在

り
」

と
記
し

て
い
る
。

右

の
史
料
を
信
ず
れ
ば
、
実
弟

の
描

い
た
信
玄
画
像
は
最
も
信
愚
性

の
高

い
も

の
と
な
る
。
従

っ
て
、
粉
本

の
研
究
と
し

て
は
、
そ
の
原
画
が
実
在
し
な
い
限
り
、

そ
の
写
本
を
求
め
る
こ
と
が
、
先

に
ふ
れ
た
成
慶
院
本
や
持
明
院
本

の
真
影
判
断
に
も
有
効
な
指
標
と
な
ろ
う
。
遣
遙
軒
筆

の
伝
承
を
も

つ
作
品
と
し

て

「
鎧
不
動

　
む

尊
像
」
が
甲
府
恵
林
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
火
焔
を
背

に
不
動
明
王
と
化
し
た
信
玄
を
想
定
し
て
、
し
か
も
蠕
龍

文
腹
巻
の
鎧
を
着
し
岩
上
に
直
立
す
る
姿
を
と
る
。

左
手

に
は
絹
索
の
代
り
に
珠
数
を
も
た
せ
、
頭
部
に
螺
髪
、
顔
面
は
痩
面

で
上
下
に
牙
を
む
く
。
眼
光

は
鋭
く
、

口
元
は

へ
の
字

に
固
く
結

ば
れ
た
盆
怒

の
相
を
呈

注
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し
て

い
る
。
特
異
な
画
像

で
あ
る
が
、
下
辺
の
岩
鍍

は
明
か
に
探
幽
以
後

の
様
式
を
継
承
し
た
も

の
で
、
遣
遙
軒
筆

の
伝
承

に
つ
い
て
も
確
証
は
な
お
え
ら
れ
な

い
。

さ
ら

に
、
関

心
を
誘

つ
陣
中
影

が
成
慶
院

に
伝
来
し
、
邊

軒
画
と
し
て
伝

え
鹸

て
い
た
こ
と
で
あ

る
.
し
か
し
、
伝
邊

軒
画
は
既

に
失
わ
れ
、
.
古
典
参
考
資

別

料
図
集
』

に
収
録

さ
れ
た
住
吉
控

の
模
本

が
あ
り
、
加
藤
秀
幸
氏
に
よ
れ
ば
、
別
本
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

に
購
入
保
管
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
左

ー

右

の
傍
に
法
螺
貝

と
共
に
置
か
れ

た
兜

と
手
甲

に
唐
花
菱
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
目
は
見
開
く
も

の
の
気
弱
な
痩

せ
顔

の
面
貌
を
伝
え
、

こ
れ
ま
た
他

の
陣
中

影
に

み
る
武
人
特
有

の
豪
気
な
面
影
は
う

か
が
え
な

い
。

い
か
に
も
信
春
画
と
は
対
照
的
な
画
像
と

い
え
る
。
信
玄
像

の
検
討
は
そ
の
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る

が
、

今
後
、
遣
遙
軒
画
の
博
捜

は
も
と
よ
り
、
確
証
あ
る
写
本

の
新

出
を
期
待
し
て
や
ま
な

い
。

{輌

.珊

休

息
歌

仙
図
巻

図

18

・
20

京

都
島
原

の
角
屋
保
存
会
に
珍
品
と
も

い
え

る
休
息
歌
仙
図

の
捲
り

一
巻
が
所
在
し
、
筆
者
は
角
屋
十
代
当
主
玉
洲
で
あ

る
こ
と
が
、
「
丙
申
九
月
下
旬

玉
洲
写
」

と
あ

る
巻
末

の
款
記

で
分
か

っ
た
。

こ
の
年
記

は
、

天
保
七
年

(
一
入
三
六
)

に
当
た
る
。
し
か
し
、

こ
の
歌
仙
絵

の
絵
様
構
成

は
、
巻
頭
を
か
ざ
る
五
歌
仙
分
が

注
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欠
落
、
業
兼
本
風

の
山
辺
赤
人
と
在
原
業
平
の
絵
姿

か
ら
は
じ
ま
る
が
、

こ
れ
に
続
け

て

一
文
が
挿
入
さ
れ
、
制
作

の
事
情

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に

一
転
し
て
、

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題



粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

素

性

法
師

、
紀

友

則
以

下

、
結

び

の
伊
勢

ま

で
、

自
由

気

ま

ま
な

く

つ
ろ
ぐ

姿

で
と

ら
え

ら
れ

て
、

し

か

も

、

さ
ま

ざ

ま
な
仕

草

に

ふ
け

っ
て

い
る

の
が
大

胆

と
も

い
え

る
戯

画
風

の
表
現

を

と
る

。
例

え

ば
、
腕

角

力

や
各

種

引

き
競

べ
、

飲

み
競

べ
、

折
鶴

、

碁
、

双

六

、

小
弓

、
表

、
う

た
た
寝

、
読

書

な

ど
な

ど

、
圧
巻

は
、

　
ほ

伊
勢
が
遠
眼
鏡

で
清
水

の
地
主
神
社
を
眺
め
る
場
面
が
樟
尾
を
か
ざ

っ
て

い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
女
の
身

は
酒

の
席
を
逃
れ
て
、
心
を
乾
坤

の
外

に
あ
そ
ば
す

と
添
書
き
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
興
味
を

ひ
く

の
は
、
三
十
六
歌
仙
を
歌
合
せ
風

に
左
右

に
分
け
、
し
か
も
俳

人
に
見
立
て
て
和
歌

の
代
り

に
そ
れ
ぞ
れ
句
を
そ
え

て

い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

こ
れ
ら
趣
向

に
と
む
句
は
、
後
で
ふ
れ
る
雛
屋
立
圃

(
一
五
九
五
-

一
六
六
九
)

の
発
想

に
な
る
も

の
で
、
語
呂
合
せ
の
か
た
ち
を
と

っ
て
、
そ
の
句

に
歌
仙

ヘ

ヘ

ヘ

へ

名
を
結
び

つ
け
て

い
る

の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
柿
本
人
麿

に
よ
せ
た
句
は
、
「花

に
ゑ
ひ
と
ま
る
小
蝶
や
ゆ
め

の
舞
」
、

こ
れ
に
対
す

る
紀
貫
之

で
は

「
月
は

か
か
行

て
か
さ
を
も
見
さ
ぶ
ら
ひ
」
と
い

っ
た
具
合
で
あ
る
。

先

に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
業
平
と
素
性
と
の
間

に
挿

入
さ
れ

一
文
に
よ
る
と
、
当
初
定
型

の
三
+
六
歌
仙
を
描
く
積
り
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
、
描
き
は
じ
め
て
よ
う
や

く
歌
仙

の
さ
ま
ざ
ま
な
容
姿
を
筆
す
る

こ
と
は
至
難

の
業
と
知
る
に

い
た

っ
て
、

こ
れ
を
中
断
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
雛
屋
立
圃

の

「
か
仙
休
息

の
図

」
に
接
し

鋤

て
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
、
そ
え
ら
れ
た
立
圃

の
句
を
そ

の
ま
ま
借
用
し
た
。
も
と
よ
り
絵
は
自
分
な
り
の
休
息
歌
仙
を
描

い
た
と

い
う
主
旨
が
記
さ
れ
て
い

ー

る
。

し
か
も
、
俳
譜
の
趣
向
を
き
か
せ
て
、
処

々
に
其
角
、
宗
因
、
宗
鑑
、
鬼
貫
、
移
行
、
蕪
村
、
嵐
雪

の
句
を
挿

入
す
る
。

と

こ
ろ

で
、
角
屋
本
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
休
息
歌
仙
絵
で
は
な
く

て
、
実
は
呉
春
に
よ
る
原
画

の
忠
実
な
模
本

で
あ
り
・
そ
%
廊
職
が
逸
翁
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
て

い
る

こ
と
が
、
お
そ
ま
き
な
が
ら
分
か

っ
た
。
従

っ
て
右

の
挿
入
文
は
、
呉
春
が
制
作

の
動
機
を
綴

っ
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
こ
と

に
な

る
。
玉
洲
は
俳
譜
に

心
を
寄

せ
、
画
事

で
は
四
条
派

の
磯
野
華
堂

に
師
事
し
た
風
流
人

で
あ

っ
て
、
呉
春
に
傾
倒
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
当
然
な
が
ら
、
そ
の
休
息
歌
仙
図
巻
に
接

し
、
心
し
て
写
す
機
会
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
歌
仙
絵

の
い
き
さ

つ
と
絵
様

に

つ
い
て
は
、
逸
翁
美
術
館
特
別
展

「呉
春

」

(昭
和
五
十
七
年
)
の
目

録
に
、
そ

の
紹
介

が
み
ら
れ
る
.

こ
れ
と
関
連
し
て
、
さ
ら
に

つ
け
加
え
る
こ
と
が
ら
は
、
呉
春
に
よ
る
こ
繰

繍

も
柿
衛
文
庫

に
所
在
す
る

こ
と
が
分
か

っ
た
・

即
ち
、
原
画
と
下
絵
、
模
本

と
い

っ
た
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
比
較
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と

み
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

柿
衛
文
庫
本

が
、
下
絵
と
さ
れ
る
の
は
、
処

々
に
料
紙

の
上
辺
に
紙
を
継
ぎ
足
し
た
部
分
が
見
出
さ
れ
、
絵
様

の

一
部
を
突
き
出
さ
せ
て
い
る
点

で
あ
ろ
う
。
か

か
る
細
工
は
、
月
次
風
俗
図
巻

の
思
文
閣
本

に
も
認

め
ら
れ

る
も
の
で
あ

っ
て
、
本
画
と
し
て
完
成
し
た
画
面
で
な

い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
逸
翁
美
術
館
本

と
比

、
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図16休 息歌仙図下絵(部 分)呉 春筆 柿衛文庫

図17休 息歌仙図(部 分)呉 春筆 逸翁美術館

(23)

闇腿 制 輯 一 縣",嫡mレ,,胸 、,ら 昏 ρ 榊 も ▼ o■,～ 一 ～ 書 肋叫 唖㎞ 側 隔軸 岬 ・単幽



ぎ

毒ま
港

,.1熱

隆

図15休 息歌仙図(伊 勢)呉 春筆 逸翁美術館

輻 粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

図19休 息歌仙図下絵(部 分)呉 春筆 柿衛文庫

図20休 息、歌仙図模本(部 分)玉 洲筆 角屋保存会
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較
し

て
も
、
や
は
り
筆
致
の
粗
さ
が
目
立

つ
。
し
か
し
、

こ
の
下
絵
が
逸
翁
本

の
本
画
制
作
に
、
精
粗

の
問
題
を
別

に
し

て
い
え
ば
全
く
と
い

っ
て
よ

い
ほ
ど
に
近

似
し

て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
同
時
に
、
模
写

の
技
術
も
、
玉
洲

の
作
例

に
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
描
線

の
差
違

は
と
も
あ
れ
、
臨
画

の
際

の
透
き
写
し
を
考
え

て
み
る
必
要

が
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、
近
世

の
模
本
問
題
を
考
察
す

る
上

に
重
要
な
示
唆
を
告
げ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時

こ
の
奇
趣

に
と
む
歌
仙
図
巻
の

注
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需
要

が
多

か

っ
た

こ
と

は
、
他

に
も
類
本

が
遺

さ
れ

て

い
る

こ
と
か

ら
も

首
肯

さ

れ

る
。

角
屋

本

も
、

玉

洲
自
身

が
写

し
と

っ
て
、

た

の
し
ん

だ
も

の

と

み
な

さ
れ

る
。

お}

痂

孔
子
聖
蹟
図
屏
風
模
本

孔
子
聖
蹟
図

の
祖
本
は
中
国
に
発
す
る
が
、
そ

の
源
流
は
、
版
本
形
式
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今

日
、
聖
蹟
図

の
各
種
版
本

が
か
な
り
散
見

さ
れ
て

い
る

が
、
ほ
ぼ
図
様

の
文
脈
は
基
本
的
に
共
通
し
な
が
ら
、
背
景

の
設
定

や
細
部

の
描
写

に
は
相
異

が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
版
本
形
式
に
対

し
て
紙
本
地
に
よ
る
珍
し

罰

い
屏
風
が
二
点
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
そ

の

一
つ
は
、
目
黒
雅
叙
園
美
術
館

の
六
曲
屏
風

一
双

(以
下
、
雅
叙
園
本

と
略
称
)
、
他
は
鹿

児
島
県
加
世

ー

田
市
郷
土
資
料
館

の
六
曲
屏
風

一
双

(以
下
、
加
世
田
本
と
略
称
)
、

で
あ
る
。
両
者

と
も
に
日
本

で
制
作

さ
れ

た
聖

蹟
図
屏
風

の
模
本

と
伝

え
ら
れ

て
き

た
。
先

づ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
世
経
過
を
た
ど

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た

い
。

雅
叙
園
本
で
は
各
隻

に
二
十
面
宛
孔
子
聖
蹟

に
関
す

る
計

四
〇
図

が
、
版
摺

の
重
郭
内

に
題
意
を
そ
え
彩
色
を
ほ
ど

こ
す
仕
組
と
な

っ
て
い
る
。
右
隻
第

=
扇
に

は

「
孔
子
聖
蹟
之
図
」

の
題
簸

の
下
に
、
「
史
記
世
家
」
並

び
に

「
張
楷
序
文
」

が
版
刻
さ
れ
、
左
隻
、
第
六
扇

に
は

「聖

蹟
図
蹟
」
の

一
文

が
墨
書

さ
れ
、
さ
ら

　
れ

に
、
左
下
隅
に
慶
長
十
三
年

(
一
六
〇
入
)
三
月

の
年
記
を

と
も
な
う
薩
摩
藩
・王
島
津
家
久

(
一
五
七
八
-

一
六
三
八
)

の
自
筆

に
よ

る
後
書

が
ほ
ど

こ
さ
れ
て
い

る
。

こ
の
全
文

は
、
慶
長
九
年
家
久

に
招
か
れ
、
そ

の
師
と
な

っ
た
南
浦
玄
昌

の
著

『南
浦
文
集
』
巻
之
上

「寄
附
高
野
山
屏
風
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

ほ
う
た
く

要
す
る
に
家
久

の
曽
祖
父
忠
良

こ
と
日
新
翁

(
一
四
九
二
ー

一
五
六
入
)

が
、
聖
蹟
図
を
屏
障

に
描
か
せ
、
座
右

に
備
え
さ
せ
て
い
た
。
家
久
も
そ

の
芳
燭
を
継
承

注

34

す
る
た
め
、
「
画
師
等
林
」
に
命

じ
て
、

こ
れ
を
写
さ
し
め
て
聖
道
を
後
世

に
伝
え
ん
が
た
め
、
高
野
山
に
こ
の
図
を
寄
進
す
る
こ
と
に
し
た
と

い
う
。

高
野
山
と
あ

る
の
は
蓮
金
寺
を
さ
す

の
で
あ

っ
て
、
明
治
初
年
ま
で
寺
に
伝
は
り
、
以
後
巷
間
に
流
出
し
た
が
、
近
年
雅
叙
園
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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一

　
カ

も
う

】
件

の
加
世
田
本

の
画
面
構
成
は
、
雅
叙
園
本

と
ほ
ぼ
軌
を

】
に
し
て

い
る
が
、
聖
蹟
は
計
四
十

一
場
面
か
ら
な
り
、
左
隻
左
端
、
蹟
文
の
下
に
雅
叙
園
本

の
家
久
後
書
に
代
え
て
、
加
世
邑
長
等

に
よ
る
後
書
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
。
蹟
文
と
同
じ
書
体

で
記
さ
れ
て

い
る

の
が
雅
叙
園
本
と
相
違
す
る
。
右

の
後
書

に
よ

る
と
、
忠
良
公

の
菩
提
寺

日
新
寺
に
は
久
し
く
聖
蹟
図

が
蔵
さ
れ
て
き

た
が
、
慶
長
年
中
慈

眼

(家
久
)
公
が
高
野
山

に
蓮
金
院
を
建

て
、
画
人
等
林
に
命
じ
て
こ

　
お

の
図
を
写
さ
せ
祖
先

の
遺
志
を
後
世

に
伝
え

る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
泰
清

(網
久
)
公

(
一
六
三
ニ
ー

]
六
七
二
)
は
、
日
新
寺

の
聖
蹟
図
を
本
府

に
召
し
上
げ

注

36

て
し
ま

っ
た
。
そ

の
時
期
は
、
江
戸
初
期

に
当
た
る
。
巳
新
寺
で
は
、
聖
蹟
図

の
代
替
を
求
め
て
、
践
文
に
よ

る
と
、
粉
本
を
も

っ
て

「
画
工
有
村
氏
」

に
写
さ
し

め
た
。
と
こ
ろ
が
日
新
寺
は
寛
政
年
中
に
回
禄
し
、
屏
風
も
ま
た
灰
儘

に
帰
し

た
。
日
新
寺
は
加
世
田
村

に
所
在
す

る
が
、

こ
こ
に
文
政
十
三
年

(
一
入
三
〇
)
村

注

37

人

の
有
志

が
出
資
し
て
屏
風

】
双

の
復
元
を
は
か
り
、
「
京
師
画
匠
南
漢
」
に
請
じ

て

「
前
本

に
因

り
」
聖
蹟
図
を
新
調
し
た
と

い
う
。

こ
こ
で
前
本
は
何
れ
を
さ
し

て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
有
村
氏
に
よ
る
代
替

の
日
新
寺
本
は
、
既
に
焼
失
し
て

い
る
と
す

れ
ば
、
忠
良
公
が
造
ら
せ
た
本
来

の
聖
蹟
図

こ
と
日
新
寺
本
、
も

し
く

は
そ

の
模
本
蓮
金
院
本
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
忠
良
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
日
新
寺
本

は
、
そ
の
後
、
藩

の
造
士
館

に
孔
子
廟
が
建
て
ら
れ
た
の
を
機
に
、
そ

こ

へ
収
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
し
か
し
、
そ

の
後

こ
の
忠
良
公
が

つ
く
ら
せ
た
最
も
古

い
孔

子
聖
蹟
図
は
、
所
在
不
明
で
あ
る
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

現
存
す
る
雅
叙

園
本
と
加
世
田
本

と
が
、
右
の
日
新
寺
本
を
知
る
上

で
重
要
な
模
本

と
い
う

こ
と
に
な

る
が
、
図
様
が
若
干
ず

つ
異
な
る
と
共

に
、

む
し
ろ
問
題

図

23

・
24

・
25

・
26

図

27

は
、
両
者

の
作
風
が
余
り
に
も
相
違
す
る
点
に
あ
る
。

こ
と
に
雅
叙
園
本

の
特
異
な
作
風
は
家
久
公

の
後
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
忠
良
公
新
造

の
日
新
寺
本
を
等
林

に
写
さ
せ
た
と
す

れ
ば
、
家
久
公
が
、
慶
長
十
三
年

に
こ
れ
を
写
さ
せ
、
高
野
山
金
蓮
寺
に
納
入
し
た
屏
風
絵
は
日
新
寺
本

の
特
異
性
に
直
結
す

る
こ
と
に
な
る
。

注

38

忠
良
公
が
孔
子

の
聖
道

に
帰
依
し
た
と
き

の
版
本

と
し
て
、
当
時
日
本

に
舶
載
さ
れ
た
中
国

弘
治
十
年

(
}
四
九
七
)
張
楷
編
述
刊

の
聖
蹟
図
版
本
が
指
摘

さ
れ
、

そ
の
増
補
版
が
何
廷
瑞
編
正
統
九
年

(
一
四
四
四
)

の
版
木

で
あ

っ
て
、

こ
れ
が
等
林
模
写

の
原
画

で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
蓮
金
寺
本

ひ
い
て
は
雅
叙
園
本
は
、

こ
の
版
本
特
有

の
図
様
を
か
な
り
忠
実
に
紙
本
地

の
屏
風

に
、
筆
彩
色
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
流
動
性

に
乏
し

い
諸
人
物

の
姿
態
、
樹
木
や
岩
石
、
土
披
に
み
る

抑
揚
に
乏
し
い
太
目

の
描
線
な
ど
、
慶
長
年
間
に
お
け
る
時
代
様
式
と
は
か
な
り
か
け

は
な
れ
た
手
法

が
指
摘

で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
別

の
経
緯
を

へ
て
文
政
十

三
年
に
写
さ
れ
た
加
世
田
本
は
、
そ

の
後
書

に
み
る
如
く
、
も
し
、
そ

の

「前
本
」
が
日
新
寺
本
を
さ
す
と
す
れ
ば
、
雅
叙
園
本
と
む
し
ろ
共
通
し
た
作
風
や
手
法

を
示
す
は
ず

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
前
本
」

に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
す

る
必
要
が
起

っ
て
く
る
。
『
加
世
田
市
誌
』
下
巻

(昭
和
三
十
九
年
)
に
は
、
本
府
に

召
し
上
げ
ら
れ
た

「造
士
館
御
入
府
聖
跡
図
屏
風
」
を
写
し
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
加
世
田
本

の
前
本

は
明
ら
か
に
版
本

で
は
な
く
、
絹
本
か
紙
本
に
よ
る
聖
蹟
図

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

(27)
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鰻慧講
図22孔 子聖蹟図(左 隻)加 世田郷土資料館

図23孔 子聖蹟図(在 陳絶糧)目 黒雅叙園美術館

図24孔 子聖蹟図(在 陳絶糧)加 世田郷土資料館

(28)
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図25孔 子聖蹟図(西 狩獲麟)目 黒雅叙園美術館

図26孔 子聖蹟図(西 狩獲麟)加 世田郷土資料館

図27孔 子聖蹟図(先 聖小像)目 黒雅叙園美術館

(29)
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粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

を
写
し
と

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
諸
人
物

の
描
写

が
四
条
派
風

の
特
徴
を
示
す

の
は
、
雅
叙
園
本
と
比
較
し
て
、
柔
軟
な
画
面
空
間
や
樹
石

の
手
法

に
は
、
抑
揚
あ

る
彩
墨
を
駆
使
し
た
画
面
か
ら

の
写
し
を
看
取
さ
せ
る
。
加
世
田
本

が
写

さ
れ
た
文
政
年
間
で
は
、
孔
子
聖
蹟
図

は
版
本
ば
か
り
で
な
く
、
例
え
ば
中
国

で
の
弘
治

　
　

年
間
と
目
さ
れ
る
絹
本

に
よ

る
中
国
画
も
、
版
本

に
続

い
て
制
作
さ
れ
た
。
南
浜
が
そ

の
種

の
も

の
を

「
前
本
」

と
し
て
、
聖
蹟
図
を
写
し
た
と
考
え
る
の
が
、
両

者

の
作
風

の
相
違

に
対
す
る
妥
当
な
解
釈

の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
日
新
寺
本
を
模
し
た
等
林

の
段
階

に
お
け
る
聖
蹟
図

へ
の
接
し
方
と
、
自
己
流
の
作
風
を
発
揮
し

た
南
浜
に
よ
る
模
本
聖
蹟
図
と

の
時
代
差
を
、
こ
の
場
合
考
慮
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

結

び

粉
本

に
つ
い
て
は
、
元
代
夏

文
彦

の
撰

に
な
る
至
正
二
十
五
年

(
=
二
六
五
)

の
自
序
を
も

つ

『
図
絵
宝
鑑
』

に
述

べ
ら
れ
た
画
稿
説
が

つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。

「
古
人
画
稿
謂

二
之
粉
本
一
前
輩
多
宝
二
蓄
之
一
蓋
其
草
草
不

レ
経
レ意
処
、
有
二
自
然
之
妙
一
宣
和
紹
興
所
レ
蔵
粉
本
、
多
有
二
神
妙
者
一
云

々
」

の
件
り
に
よ

っ
て
、
本

画
制
作

の
前
段
階

で
の
自
然
体

に
よ
る
筆
さ
ば
き

の
妙
が
、
後
輩

の
規
範
と
な
る
粉
本

の
意
義

と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
狩
野

一
渓

の
元
和

九
年

(
一
六
二
三
)

の
自
蹟
を
も

つ
画
題
解
説
書

『
後
素
集
』
巻

一
に

「
粉
本
」

の
項

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
に
ふ
れ
た

『図
絵
宝
鑑
』

の
件
り
を
引
き
写
し

て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
当
時

い
か
に
こ
の
説
が
玉
条

と
さ
れ
て

い
た
か
が
分
か
る
。
画
稿
を
粉
本
と
み
な
す

の
は
、

『好
古
小
録
』
上
の

「
書
画
」
の
項
に
、
胡
粉
で

図
様
を
定

め
た
上

で
墨
筆
を
用

い
た

こ
と
に
由
来
す

る
と
さ
れ
、
或

は
墨
筆

に
よ
る
図
様
を
胡
粉

で
修
正
す

る
た
め
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
る
。

『
本
朝
画
史
』
巻
四

「
狩
野
家
累
世
所

レ
用
画
法
」

の
冒
頭

に

「
山
水
画
法
序
」
「
人
物
画
法
序
」

「
花
鳥
画
法
序
、
付
走
獣
墨
龍
」
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
に

つ
い
て
、

「
右
、
吾
家
世

々
以

二
所
レ蔵
之
粉
本
訥
模
二
写
之
訥
為
三
二
巻
訥
序
レ
之
以
付
二
与
於
長
子
永
敬
一者
如
レ
此
」
と
述

べ
て

い
る
。
京
狩
野
家

に
蔵
さ
れ
る
粉
本
を
さ
ら
に
模

写
し
て
、
山
水
、
人
物
、
花
鳥

の
絵
手
本
三
巻
と
し

て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
よ
り
察
す

れ
ば
、

『図
絵
宝
鑑
』
に
い
う
よ
う
な
画
稿
と

い
う
胡
粉
と
墨

に
限
定

さ
れ
た
画
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彩

墨
に
わ
た
る
粉
本

が
広
く
対
象
と
な

っ
て
伝
写
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

粉
本

は
、
広
義

に
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
既

に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
画
家
に
と

っ
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な

い
画
学
教
本

で
あ
り
、
本
画
制
作
に
際
し
て

の
参
考

資
料
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
絵
画
史
研
究
に
と

っ
て
も
別

の
観
点
か
ら
そ

の
効
用
を
指
摘
す
る

こ
と
が

で
き
た
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
粉
本

(30)



ツ

は
画
家

の
た
め
と
美
術
史
研
究
者

の
た
め
の
も
の
と

い
っ
た
具
合

に
重
層
す
る
働
き
を
も

つ
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ

る
。
習
画

の
対
象
と
な
る
画
稿

(下
絵
)

は
、
先
学

の
筆
法

に
直
接
ふ
れ
る
点

で
感
化
を
受
け
、
ま
た
画
手
本
や
稽
古
画
帖
、
倣
古
画
帖
も
初
心
者

に
と
っ
て
無
視

で
き
な

い
効
用
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
る
。

さ
ら
に
、
画
家

と
し
て
制
作
に
入

っ
て
か
ら

の
段
階

に
お
い
て
、
右

の
教
習
本
と
し
て
の
諸
粉
本
類
に
加
え
て
、
諸
種
の
模
本
類
、
縮
図
類
、

版
本
類
、

写
生
帖
も

ふ
く
め

て
図
様
を
構
想
す

る
上

で
の
重
要
な
参
考
資
料

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
名
画
そ

の
も

の
を
志
向
す

る
ほ
ど

の
こ
と
で
は
な
く
と
も
、
粉
本

に
よ

り
自
家
流

の
手
法

で
図
様
構
成
を
は
か
り
う

る
点

で
、
制
作
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
幕
末
木
挽

町
家

狩
野
晴

川
院

の

『
公
用
日
記
』

に
は
、
粉
本
と

い
う
用
語

注
40

は
使
わ
れ

て
い
な

い
が
、
橋
本
雅
邦

は

「
木
挽
町
画
所
」

の
論
考
に
お

い
て
総
括
的

に
こ
れ
ら
を
粉
本
と
呼

ぶ
こ
と
で
諸
種
の
絵
画
資
料

の
実
態
に
ふ
れ
て
い
る
。

最
後

に
、
美
術
史
研
究
上

の
資
料
と
し
て
、
右
に
挙
げ
た
諸
粉
本
は
失
わ
れ
た
原
画

の
題
材
や
構
図
、
と
き
に
は
手
法
等

の
概
要
を
把
握
し
う
る
限
り
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
示
唆

を
も
た
ら
す
効
用
を
も

つ
こ
と
を
指
摘
し
た

い
。

当
研
究
は
、

こ
の
報
告
を
も

っ
て
終
焉
す
る
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
後

の
幅
広

い
調
査
活
動
を
う

な
が
す
契
機
を
提
起
す
る
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
各

地

に
伝
存
す
る
旧
諸
藩
御
用
絵
師

に
よ

る
模
本
や
縮
図

の
類
は
、
は
か
り
知
れ
な

い
膨
大
な
数
量
に
の
ぼ

っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
、
個
人
の
域
を

こ
え
て

鋤

共
同
調
査
に
よ
る
総
合
研
究
に
侯

つ
ほ
か
な

い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
。
そ
の
実
現
を
期
待
し
て
、

こ
の
報
告
を
終
え
た

い
。
当
研
究

が
問
題
提
起
を
目
的

と
す
る
所

ー

以

で
あ
る
。

↑

87654321

注

拙
稿

『洛
中
洛
外
図
』

(京
都
国
立
博
物
館
編
、
角
川
書
店

昭
四

一
)

拙
稿

「豊
国
祭
礼
図
の
特
質
と
展
開
」
(
『屏
風
絵
集
成
-

祭
礼

・
歌
舞
伎
』
講
談
社

昭
五
三
)

拙
稿

「大
徳
寺
瑞
峯
院

「
堅
田
図
」
襖
絵
考
L

(
『日
本
美
術

工
芸
』
五
六
四
号

昭
六
〇
)

拙
稿

「江
戸
城
本
丸
等
障

壁
画
絵

様
に

つ
い
て
」

(東
京
国

立
博
物
館

編

『
調
査
報
告
書

江
戸
城
本
丸
等
障

壁
画

の
絵
様
』

第

一
法

規

平
成

こ

拙
稿

「贈
朝
鮮
国
王
屏
風
に

つ
い
て
」

(
『日
本
美
術
工
芸
』

六
三
九
号

平
三

)

橋
本
雅
邦

「
木
挽

町
絵
所

」

(『国

華
』
三
号

明
二
二
)

大
槻
伸
解
説

「朽
木
綱
貞
絵
画
」
展

『
目
録
』

(福
知
山
市

郷
土
資
料
館

平
三
)

『実
隆
公
記

』
明
応
五
年

五
月
廿
二
日
、
廿
六
日
、
廿
入
日
条
参
照
。

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題
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粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題

『蔭
涼
軒
日
録
』
文
明
十
七
年

廿
九

日
、
十

一
月
二
日
条
参

照
。

『
等
伯
画
説
』

(十
ニ
ウ
の
件

り
)
参

照
。

『美
術
史

の
断
面
』

(清
文
堂

平
七
)
所
収
。

川
上
貢

「
大
徳
寺
と
そ

の
塔
頭
」
五

近
世

の
大
徳
寺

と
塔

頭
i
三
玄
院

(『禅
院

の
建
築
』
河
原
書
店

昭

四
三
)

注
12
前
掲
書
i

天
瑞
寺
参
照
。

「
三
笑
図
」
は
、
縮
図
に
よ
る
と

「観
爆
図
」
と
な
る
が
、

こ
の
辺

の
史
料
と
の
相
違

に

つ
い
て
は
問
題
が
残

る
。
原
在
正
が
全
容
を
写
し
と

っ
て

い
な

い
の
で
、
断
定
は

難
し
い
。

注
13
前
掲
書
参
照
。

久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書

第

三
十
集

『久
留
米
藩
御

用
絵
師
資
料
目
録
』
参
照
。

注
16
目
録
番
号

一
〇
六
三

「
人
物
図
巻
」
に
よ
る
。

松
嶋
雅
人

「守
景
作
品

の

一
面
l
f
東
京
芸
術
大
学
資
料
館

蔵

・
守
景
筆

「
大
和
十
二
月
遊
図
」
模
本
を
中
心

に
ー

」

(『芸
術
学

学
報
』

一
号
、
平
六
)
参
照
。

武
田
恒
夫

「狩
野
探
幽
筆

「月

次
風
格
図
」
模
本
に

つ
い
て
L

(『大
手
前
女
子
大
学
論
集
』

二
五
号
、
平
三
)

武
野
恵

「
近
世

に
お
け

る
定
家
詠
月
次
花
鳥
歌
絵

の
展
開
」

(『
M
U
S
E
U
M
』
四

一
四
号
、
昭
六
〇
)

武
田
恒
夫

「夕
顔
棚
納
涼
図
屏

風
」

(『探
幽

.
守
景
』
講
談

社

平
六
)

助

序

文
に
よ
る
と
、
「
津

の
国
池
田
の
さ
と
の
み
や
ひ
人

の
山

川
春
眠
が
柴
田
義
董
に
う

つ
さ
し
め
し
月
次
絵
」

と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
春
眠
に

つ
い
て
は
、
詳
細
不

明
で
あ

6

る
。
し
か
し
、
冷
泉
為

人
氏
に
教
示
さ
れ
た
稲
束
猛

「
呉
春

秩
聞
」

(
『国
華
』
三
〇
編
第
九
冊
)
に
よ
る
と
、

山
川
庄
左
衛
門

(星
府
)
と

い
う
人
物

が
、
池
田
の
醸
造
家

で
、
蹴
鞠

・
謡
曲

・
茶

の
湯
等

の
た
し
な
み
を
も
ち
、
俳
譜

に
親
し
ん
だ
風
流
人
で
、
天
明
初
年
頃
、
呉
春

の
有
力
な
支
持
者

で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
春
眠
は
、
こ
の

星
府
と

一
世
代

お
く
れ
る
が
、

文
化
環
境
を
同
じ
く
す
る
人

物
で
あ

っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

蹟
文
に
は
、
「池

田
人
山
川
春
眠
ぬ
し
都
に
名
た

・
る
画
工

義
董
に
あ

つ
ら

へ
と
月
次

の
ゑ
を
か

・
せ
、
云

々
」

と
あ
る
。

月
次
の
内
容
の
内
訳
は
、
左

の
通
り
。

(上
巻
)
白
馬
の
節
会
/

羽
子
突
/
初

午
/
左
義
長
/
凧
揚

げ
/
角
兵
衛
獅
子
/
斗
鶏
/
花
見
/
潮
干
狩
/
鎮

花
祭
/
更
衣
/

桃
節
供
/
大
峰

入
り
/
鍋
冠

り
/
伊
勢
詣
/

競
馬

あ

ん

か

(下
巻
)
祓
/
綾
傘
/

(不
明
)/
七
夕
/
竹
伐
会
/

立
花
/
納
涼
/
砧
/
精
霊
迎
え
/
重
陽
節
供
/

紅
葉

狩
/

行
火
入
れ
/
炬
燵

開
き
/
夜
廻

り
/
餅

つ
き
準
備
/
師
走
/

節
分

黒
川
本

の
諸
場
面

に
み
る
巻
頭

の
白
馬
節
会
か
ら
更
衣
ま
で
省
略
、
さ
ら
に
七
夕
、
竹
伐
、

立
花
、
重
陽
節

供
、

紅
葉
狩

の
諸
場
面
が
省
略
さ
れ
て

い
る
。
夜
廻
り

の
場
面

で
大
人
達
と
小
児

の
群
れ
が
前

後
入
れ
替
る
と

い
っ
た
箇
所

も
認
め
ら
う
る
。
黒
川
本
が
二
巻

に
対
し
て
、

思
文
閣
本
は

一
巻
と

い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、
場
面
間
隔
が
不
揃

い
で
、
例
え
ば
、

「鍋
冠

り
」
と

「伊
勢
詣
り
」
と
は
同

一
場
面
の
如
く
接
近
し
合
う

と
い

っ
た
具
合
で
あ
る
。

横
川
景
三

『補
庵
京
華
外
集
上
』

(『五

山
文
学
新
集
』
第

一
巻
)
に
、

こ
の
賛
文
は
収
録
さ
れ
て

い
る
。
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加
藤
秀
幸

「
武
家
肖
像
画

の
真

の
像
主
確
立

へ
の
諸
問
題
」
上

・
下

(
『美
術
研
究
』
三
四
五

・
六
号

平

元

・
二
)

宮
島
新

】

『
肖
像
画
』
第
六
ノ
四

〈
日
本
歴
史
叢
書
〉

(吉

川
弘
文
館

平
六
)

勝
頼
夫
妻
像
並

び
に
信
勝
像

と
と
も
に
本
来
持
明
院
所
蔵
本

で
は
な
く
、
甲
斐

の
慈
眼
寺
に
あ

っ
た
と
さ
れ

る
が
、

こ
の
辺

の
事
情
に

つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

竹
内
尚
次

「武

田
氏
を
め
ぐ
る
肖
像
画
群
」
上

(
『M
U
S

E
U
M
』

一
五
二
号

昭
三
八
)

鎧
不
動
尊
像

足
下

の
岩
嫉
に
は
、
明
か
に
江
戸
時
代
様
式

の
類
型
化

が
認
め
ら
れ
、
像
影
自
体
も
模
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
従

っ
て
、
迫
遙
軒
に
よ
る
原
画
は
か

つ
て

実
在
し
た
と
し
て
も
、
本
像

が
迫
遙
軒
画
の
写
し
で
あ
る
裏
付
け
を
改

め
て
問
う
必
要

が
あ
る
。

素
性
法
師
以

下
伊
勢
ま

で
の
二
十
九
歌
仙
の
休
息
姿

に
つ

い
て
、
「
(前

略
)
昔

ひ
な
や

(雛
屋
)
立
圃
と

い
ふ
人
、
三
十
六
人
の
ま

こ
と

の
み
ち

は
学
び
が
た
し
、

(中
略
)

た
だ
な
し
や
す
ぎ
ざ
れ

こ
と
な
り
と
も
と
、

(略
)

か
仙
休
息

の
図
を

つ
く
れ
け
り
、
其
絵
姿
は
お
ぼ
ろ
げ

な
れ
ど
も
、
そ

の
句
は
う

つ
し

お
き
た
り
と

い
ふ
に
も
と
づ
き

て
、
む
か
し
今

の
わ
き
ま

へ
な
く
思

ひ
出
る
た
わ
む
れ

こ
と
を
写
し

て
、
す
な
わ
ち
立
圃
が
句

を
か

い
つ
け

侍
る
」
と
記
す
。

巻
末

に
逸
翁
自
筆
に
よ
る
昭
和
十
九
年
六
月

一
日
付

の
識

語
が
添
え
ら
れ
、
当
図
巻
入
手
後
、
川
崎
男
爵
家

蔵
本
が
別
本

と
し
て
所
在
す

る
こ
と
を
知
り
、
実
見
を
試

み
た

結
果
、
か

つ
て
呉
春

の
松
村
家

に
捲
り
と
し
て
伝
来
し
た
も

の
と
推
定
し
て

い
る
。

等
林
は
、
諸
画
伝
を
参

照
し

て
も
、
そ

の
素
姓
は
さ
だ
か

で
な

い
。
『
古
画
備
考
』
に
よ
る
と
、
「
日
野
等
院

林

等
林

ハ
等
伯
弟
子

二
同
名

ア
リ
」
と
す
る
。

『扶
桑
名
画
伝
』

巻
四
±

「
雑
伝
」
に
は
、
「姓
は
小
野
、

長
谷
川
氏
、
等

林
と
号
す
、
等
的

の
二
子
な
り
、
或

時
僧
南
浦
玄

昌

の
求

め
に
よ
り
て
、
孔
子
聖
蹟
の
図
を
画
が
き
し

こ
と
あ
り
、

難

畝

繋

飢
転

叢

麹

譲

堺

雛
鷲

鍛

潔
占癖

醒

彫

を謡
諜

翻

錨

裸
課

「、
の
.三
曉
摩
王談
話
』
に
よ
る
ζ

、等
林
は

㎝

『
加
世
田
市

誌
』
下
巻
第
十
編

「名
勝
旧
跡
誌
」
十
七

「
孔

子
聖
跡
之
図
屏
風

一
双

」
に

つ
い
て
、
『
再
撰
史

』
の
伝

え
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
「其

(高
野
山
寄
付
)
後
泰
清
院

様
召
上
げ
ら
れ
、
右
代
と
し
て
源
氏

の
絵
金
屏
風

一
双
御

献
納
遊
さ
れ
候
処
、

(中
略
)造
士
館
御
入
付
の
聖

跡
図
屏
風
写
し
方
仰

付
け
ら
れ
、
再
興
仕
り
日
新
寺

へ
奉
納
之

　
マ
マ
　

処
、
寛
政
十
年
日
新
寺

回
禄

に
は
右
屏
風
焼
失
致
し
、
又

御
願
申
上
げ
文
政
十
三
庚
寅
三
月
所
中
よ
り
再
興

、
今

に
日
新
寺

へ
有

之
候
」
と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

加
世
田
邑
長
等

の
謹
誌
に
よ
る
と
、
「
日
新
寺
、
官
借
以

粉
本
乃
使
画
工
有
村
氏
墓
焉
、
云

々
」
と
あ
る
。

南
浜
は
、
「
京
師
画
匠
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
春
木
南
漠
で
は
な
く
、
『
本
朝
画
家
人
名
辞
典
』
下
に
み
る

「南
浜
、
宮
脇
南
浜
薩
摩
ノ
人
ナ
リ
、
天
保
年
中
」
と
あ

る
画
家
と
推

測
さ
れ
る
が
、
『薩
藩

画
人
伝
』

の
脇
坂
南
瞑
も
鹿
児
島

市
立
美
術
館

の
山
西
健
夫
氏

の
調

べ
で
は
、
間
接

的
に
円
山
四
条
派
と
交
流
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
「
孔
子
聖
蹟
図
」

の
人
物
描
写

に
も
、
そ

の
形
跡
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
の
件

さ
ら
に
今
後

の
検
討
に
侯
ち
た
い
。

加
地
伸
行

「
『聖
蹟
図
』

と
い
う
名

の
孔
子
画
伝
」

(『孔

子
画
伝
』
集

英
社

平
三
)
参
照
。

注
38
前
掲
論

考
参
照
。

注
6
前
掲
論
考
参
照
。

?

粉
本
を
め
ぐ
る
諸
問
題


